
海大第 号

令和 7 年 10 月 3 日

殿

１　開設者の住所及び氏名

（注）

２　名称

３　所在の場所

４　診療科名

4－1　標榜する診療科名の区分

○ 1

（注）

4-2　標榜している診療科名

（1）内科

○ ○

○

（注）

（2）外科

○ ○ ○

○

（注）

１呼吸器外科 ４心臓外科

6血液内科

上記のいずれかを選択し○を付けること。

2消化器外科 ３乳腺外科

 1　「内科と組み合わせた診療科名等」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
 2　「診療実績」欄については、「内科と組み合わせた診療科名等」欄において、標榜していない診療科がある場合、その
診療科で提供される医療を、他の診療科で提供している旨を記載すること。

外科

　標記について、医療法（昭和23年法律第205号）第12条の3第1項及び医療法施行規則（昭和23年厚生省令第50
号）第9条の2の2の第1項の規定に基づき、令和　　年度の業務に関して報告します。

　開設者が法人である場合は、「住所」欄には法人の主たる事務所の所在地を、「氏名」欄には法人の名称を記入するこ
と。

住所

氏名

1　「外科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
2　「診療実績」欄については、「外科」「呼吸器外科」「消化器外科」「乳腺外科」「心臓外科」「血管外科」「心臓血管外科」
「内分泌外科」「小児外科」のうち、標榜していない科がある場合は、他の標榜科での当該医療の提供実績を記載するこ
と（「心臓血管外科」を標榜している場合は、「心臓外科」「血管外科」の両方の診療を提供しているとして差し支えないこ
と）。

有

外科と組み合わせた診療科名

北海道大学病院の業務に関する報告について

９感染症内科

診療実績

内科 有

509

厚生労働大臣 開設者名 北海道大学総長　寳金　清博

７内分泌内科 ８代謝内科

11リウマチ科10アレルギー疾患内科またはアレルギー科

医療法施行規則第六条の四第一項の規定に基づき、有すべき診療科名すべてを標榜

2消化器内科 ３循環器内科 ４腎臓内科

５神経内科

医療法施行規則第六条の四第四項の規定により読み替えられた同条第一項の規定に基づき、がん、循環器疾
患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療を提供する特定機能病院として、十以上の診療科名を標榜

2

内科と組み合わせた診療科名等

１呼吸器内科

診療実績

５血管外科 6心臓血管外科 ７内分泌外科 ８小児外科

〒060－0808　札幌市北区北８条西５丁目

国立大学法人北海道大学

国立大学法人北海道大学　北海道大学病院

〒060－8648 札幌市北区北14条西５丁目

電話（　011　）　716　　－　　1161　　

（様式第10）



（３）その他の標榜していることが求められる診療科名

○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

（注）

（４）歯科

○ ○ ○

（注）

（５）（１）～（４）以外でその他に標榜している診療科名

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10

11 12 13 14 15

16 17 18 19 20

21 22 23 24 25

（注）

５　病床数

６　医師、歯科医師、薬剤師、看護師及び准看護師、管理栄養士その他の従業者の員数

常勤 非常勤 合計 員数 員数

264 431 563.6 96 0

73 110 125.5 25 84

77 0 77 20 0

0 0 0 12 0

34 0 34 0 0

979 29 997.4 31 0

0 0 0 0 86

13 0 13 5 327

7 0 7 60 128

（注）

７　専門の医師数

（注）

８　管理者の医療に係る安全管理の業務の経験

令和 7 年 4 月 1 日

1　報告書を提出する年度の10月１日現在の員数を記入すること。
2　人数には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した員数と常勤の者の員数の
合計を小数点以下1位を切り捨て、整数で算出して記入すること。

管理者名 （　　南須原　康行　　　） 任命年月日

専従医師ＧＲＭ：平成20年4月1日～令和7年3月31日
医療安全管理委員会（旧リスクマネジメント委員会）委員：平成20年4月1日～令和7年3月31日
医療安全管理部長：平成25年4月1日～令和7年3月31日
医療安全管理責任者：平成28年10月1日～令和7年3月31日
医療安全管理委員会委員長：令和7年4月１日～現在に至る

合計

19

16

33

15

35

24

11

384

耳鼻咽喉科専門医

放射線科専門医

脳神経外科専門医

整形外科専門医

麻酔科専門医

救急科専門医産婦人科専門医 18

70

66

16

34

13

14

総合内科専門医

外科専門医

精神科専門医

小児科専門医

皮膚科専門医

泌尿器科専門医

その他の技術員

事務職員

その他の職員

歯科衛生士

管理栄養士

眼科専門医

専門医名 人数（人） 専門医名 人数（人）

栄養士

歯科技工士

診療放射線技師

准看護師

1　報告書を提出する年度の10月１日現在の員数を記入すること。
2　栄養士の員数には、管理栄養士の員数は含めないで記入すること。
3　「合計」欄には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した員数と常勤の者の員
数の合計を小数点以下2位を切り捨て、小数点以下1位まで算出して記入すること。それ以外の欄には、それぞれの員
数の単純合計員数を記入すること。

職種

診療エックス線技師

臨床検査技師

衛生検査技師

その他

あん摩マッサージ指圧師

臨床
検査

職種

看護補助者

理学療法士

作業療法士

視能訓練士

義肢装具士

臨床工学士

（単位：床）

職種

医師

歯科医師

薬剤師

保健師

40 0 0 0 854 894

標榜している診療科名について記入すること。

精神 感染症 結核 療養

助産師

看護師 医療社会事業従事者

一般 合計

標榜している診療科名に〇印を付けること。

11耳鼻咽喉科 12放射線科

１精神科 2小児科

７産婦人科５皮膚科 ６泌尿器科 ８産科

３整形外科 ４脳神経外科

2矯正歯科 ３歯科口腔外科

歯科の診療体制

16救急科13放射線診断科 14放射線治療科

歯科 有

15麻酔科

1　「歯科」欄及び「歯科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
2　「歯科の診療体制」欄については、医療法施行規則第六条の四第五項の規定により、標榜している診療科名として
「歯科」を含まない病院については記入すること。

９婦人科 10眼科

歯科と組み合わせた診療科名

１小児歯科

腫瘍内科

病理診断科

脳神経内科 循環器外科 形成外科 リハビリテーション科



９　前年度の平均の入院患者、外来患者及び調剤の数

　歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科の前年度の平均の入院患者及び外来患者の数

人 人 人

人 人 人

剤

人

人

人

人

（注）

10　施設の構造設備

11 床 有

有

㎡ 有

㎡ 床

台

㎡

93 ㎡ （主な設備）

173 ㎡ （主な設備）

799 ㎡ （主な設備）

208 ㎡ （主な設備）

2031 ㎡ （主な設備）

37 ㎡ 室数 室 人

136 ㎡ 室数 室 冊程度

（注）

11　紹介率及び逆紹介率の前年度の平均値

％ ％

人

人

人

人

（注）

12　監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由（注）

○ 無

無

無

無

（注）

13　監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由の公表の状況

医療を提供する者 3

橋本　暁佳

北海道盲導犬協会 医療を受ける者 2

札幌医科大学 医療に係る安全管理に関する識見を有する者 1

Ｃ：救急用自動車によって搬入された患者の数

D：初診の患者の数

本学のホームページ及び本院のホームページへの掲載

有

有

向野　雅彦 北海道大学大学院

18347

1　「紹介率」欄は、Ａ、Ｃの和をＤで除した数に100を乗じて小数点以下第1位まで記入すること。
2　「逆紹介率」欄は、ＢをＤで除した数に100を乗じて小数点以下第1位まで記入すること。
3　Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄは、それぞれの前年度の延数を記入すること。

利害
関係

13282B：他の病院又は診療所に紹介した患者の数

A：紹介患者の数

橋場　弘之 田村・橋場法律事務所 法律に関する識見を有する者 1

16160

算出
根拠 567

鉄骨鉄筋コンクリート

1　主要構造には、鉄筋コンクリート、簡易耐火、木造等の別を記入すること。
2　主な設備は、主たる医療機器、研究用機器、教育用機器を記入すること。

紹介率 逆紹介率91.1 72.3

１日当たり平均入院患者数

１日当たり平均外来患者数

13床面積

 共用する室名

収容定員

病床数 6

鉄骨鉄筋コンクリート

671.7

2414.3

15.1

581.3

686.8

2995.6

細菌検査室

病理検査室

病理解剖室

研究室

講義室

図書室

心細動除去装置

ペースメーカー

無菌病室等
 台数

施設名 床面積 主要構造 設備概要

病床数 心電計

医薬品情報
管理室

化学検査室

［固定式の場合］

 ［移動式の場合］

［専用室の場合］

 ［共用室の場合］

集中治療室
鉄骨鉄筋コンク

リート
人工呼吸装置

その他の救急蘇生装置 有

1072
有

0

1　「歯科等」欄には、歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科を受診した患者数を、「歯科等以外」欄にはそれ以
外の診療料を受診した患者数を記入すること。
2　入院患者数は、前年度の各科別の入院患者延数(毎日の24時現在の在院患者数の合計)を暦日で除した数を記入す
ること。
3　外来患者数は、前年度の各科別の外来患者延数をそれぞれ病院の年間の実外来診療日数で除した数を記入するこ
と。
4　調剤数は、前年度の入院及び外来別の調剤延数をそれぞれ暦日及び実外来診療日数で除した数を記入すること。
5  必要医師数、必要歯科医師数、必要薬剤師数及び必要（准）看護師数については、医療法施行規則第二十二条の二
の算定式に基づき算出すること。

必要（准）看護師数

１日当たり平均調剤数

必要医師数

必要歯科医師数

必要薬剤師数

205

32

23

歯科等以外 歯科等 合計

1532

　　「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。
1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者
2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。）
3. その他

委員の要件
該当状況

氏名 所属 委員長
（○を付す）

選定理由

高田　久

鉄骨鉄筋コンクリート

切り出し台

剖検台

安全キャビネット

1

3

50

1680蔵書数

委員の選定理由の公表の有無

公表の方法

222

委員名簿の公表の有無

鉄骨鉄筋コンクリート

鉄骨鉄筋コンクリート

鉄骨鉄筋コンクリート

鉄骨鉄筋コンクリート

生化学自動分析装置

オートクレーブ

床面積



1  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数
（人）

20人

35人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

2

55人

(注） 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第二各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注） 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

高度の医療の提供の実績

先　進　医　療　の　種　類   

陽子線治療

ウイルスに起因する難治性の眼感染疾患に対する迅速診断（ＰＣＲ法）

先進医療の種類の合計数

取扱い患者数の合計（人）

（様式第2）



2  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数

0人

0人

0人

4人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

9

4人

(注) 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第三各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注) 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

高度の医療の提供の実績

先　進　医　療　の　種　類   

術後のカペシタビン内服投与及びオキサリプラチン静脈内投与の併用療法

Ｓ－１内服投与並びにパクリタキセル静脈内及び腹腔内投与の併用療法　膵臓がん（遠隔転移しておら
ず、かつ、腹膜転移を伴うものに限る。）

陽子線治療　根治切除が可能な肝細胞がん（初発のものであり、単独で発生したものであって、その長径
が三センチメートルを超え、かつ、十二センチメートル未満のものに限る。）

シスプラチン静脈内投与及び強度変調陽子線治療の併用療法　頭頸部扁平上皮がん（喉頭がん、中咽頭
がん又は下咽頭がんであって、ステージがⅡ期（ｐ16陽性中咽頭がんに限る）、Ⅲ期又はⅣ期のものに限
る。）

生体肝移植術　切除が不可能な肝門部胆管がん

術前のゲムシタビン静脈内投与及びナブ―パクリタキセル静脈内投与の併用療法

イマチニブ経口投与及びペムブロリズマブ静脈内投与の併用療法

生体肝移植術　切除が不可能な転移性肝がん（大腸がんから転移したものであって、大腸切除後の患者
に係るものに限る。）

アルゴンプラズマ高周波焼灼・凝固療法

先進医療の種類の合計数

取扱い患者数の合計（人）

（様式第2）



3　その他の高度の医療

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

その他の高度医療の種類の合計数

取扱い患者数の合計（人） 0

高度の医療の提供の実績

（注） 1　当該医療機関において高度の医療と判断するものが他にあれば、前年度の実績を記入すること。

（注） 2　医療法施行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療
を提供する特定機能病院として十以上の診療科名を標榜する病院については、他の医療機関での実施状況を含め、当該
医療技術が極めて先駆的であることについて記入すること（当該医療が先進医療の場合についても記入すること）。

（様式第2）



疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
1 球脊髄性筋萎縮症 16 93 若年性特発性関節炎 7
2 筋萎縮性側索硬化症 42 94 先天性ミオパチー 1
3 脊髄性筋萎縮症 11 95 筋ジストロフィー 31
4 原発性側索硬化症 1 96 遺伝性周期性四肢麻痺 1
5 進行性核上性麻痺 16 97 脊髄空洞症 5
6 パーキンソン病 265 98 脊髄髄膜瘤 6
7 大脳皮質基底核変性症 7 99 アイザックス症候群 1
8 ハンチントン病 4 100 皮質下梗塞と白質脳症を伴う常染色体優性脳動脈症 1
9 神経有棘赤血球症 1 101 神経軸索スフェロイド形成を伴う遺伝性びまん性白質脳症 1
10 シャルコー・マリー・トゥース病 8 102 前頭側頭葉変性症 1
11 重症筋無力症 109 103 限局性皮質異形成 2
12 多発性硬化症／視神経脊髄炎 185 104 先天性大脳白質形成不全症 1
13 慢性炎症性脱髄性多発神経炎／多巣性運動ニューロパチー 18 105 ドラベ症候群 1
14 封入体筋炎 9 106 レノックス・ガストー症候群 15
15 クロウ・深瀬症候群 4 107 ウエスト症候群 5
16 多系統萎縮症 28 108 ラスムッセン脳炎 2
17 脊髄小脳変性症(多系統萎縮症を除く。) 188 109 結節性硬化症 14
18 ライソゾーム病 14 110 先天性魚鱗癬 7
19 副腎白質ジストロフィー 2 111 家族性良性慢性天疱瘡 1
20 ミトコンドリア病 21 112 類天疱瘡（後天性表皮水疱症を含む。） 65
21 もやもや病 162 113 特発性後天性全身性無汗症 13
22 プリオン病 2 114 弾性線維性仮性黄色腫 1
23 HTLV-1関連脊髄症 5 115 マルファン症候群 12
24 特発性基底核石灰化症 1 116 エーラス・ダンロス症候群 4
25 全身性アミロイドーシス 62 117 ウィルソン病 11
26 遠位型ミオパチー 2 118 ジュベール症候群関連疾患 1
27 自己貪食空胞性ミオパチー 1 119 クルーゾン症候群 1
28 神経線維腫症 43 120 歌舞伎症候群 2
29 天疱瘡 89 121 無脾症候群 3
30 表皮水疱症 13 122 ウェルナー症候群 1
31 膿疱性乾癬（汎発型） 18 123 プラダー・ウィリ症候群 1
32 スティーヴンス・ジョンソン症候群 3 124 ４p欠失症候群 1
33 中毒性表皮壊死症 1 125 アンジェルマン症候群 2
34 高安動脈炎 45 126 22q11.2欠失症候群 1
35 巨細胞性動脈炎 25 127 修正大血管転位症 4
36 結節性多発動脈炎 23 128 完全大血管転位症 1
37 顕微鏡的多発血管炎 77 129 単心室症 10
38 多発血管炎性肉芽腫症 34 130 左心低形成症候群 3
39 好酸球性多発血管炎性肉芽腫症 54 131 三尖弁閉鎖症 6
40 悪性関節リウマチ 18 132 心室中隔欠損を伴わない肺動脈閉鎖症 4
41 バージャー病 4 133 心室中隔欠損を伴う肺動脈閉鎖症 1
42 原発性抗リン脂質抗体症候群 24 134 ファロー四徴症 12
43 全身性エリテマトーデス 591 135 両大血管右室起始症 5
44 皮膚筋炎／多発性筋炎 247 136 アルポート症候群 4
45 全身性強皮症 139 137 急速進行性糸球体腎炎 9
46 混合性結合組織病 51 138 抗糸球体基底膜腎炎 2
47 シェーグレン症候群 412 139 一次性ネフローゼ症候群 80
48 成人スチル病 33 140 一次性膜性増殖性糸球体腎炎 4
49 再発性多発軟骨炎 10 141 紫斑病性腎炎 10
50 ベーチェット病 186 142 先天性腎性尿崩症 1
51 特発性拡張型心筋症 119 143 間質性膀胱炎（ハンナ型） 13
52 肥大型心筋症 69 144 オスラー病 40
53 再生不良性貧血 42 145 肺胞蛋白症（自己免疫性又は先天性） 4
54 自己免疫性溶血性貧血 14 146 α1－アンチトリプシン欠乏症 1
55 発作性夜間ヘモグロビン尿症 2 147 副甲状腺機能低下症 2
56 特発性血小板減少性紫斑病 78 148 偽性副甲状腺機能低下症 2
57 原発性免疫不全症候群 43 149 ビタミンＤ抵抗性くる病/骨軟化症 10
58 IgＡ 腎症 79 150 メチルマロン酸血症 1
59 多発性嚢胞腎 203 151 グルタル酸血症1型 2
60 黄色靱帯骨化症 8 152 尿素サイクル異常症 1
61 後縦靱帯骨化症 152 153 リジン尿性蛋白不耐症 1
62 広範脊柱管狭窄症 10 154 原発性高カイロミクロン血症 1
63 特発性大腿骨頭壊死症 183 155 家族性地中海熱 32
64 下垂体性ADH分泌異常症 55 156 強直性脊椎炎 39
65 下垂体性TSH分泌亢進症 7 157 軟骨無形成症 1
66 下垂体性PRL分泌亢進症 18 158 巨大リンパ管奇形（頚部顔面病変） 1

4　指定難病についての診療

高度の医療の提供の実績
（様式第2）



4　指定難病についての診療

高度の医療の提供の実績
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67 クッシング病 39 159 巨大動静脈奇形（頚部顔面又は四肢病変） 1
68 下垂体性成長ホルモン分泌亢進症 86 160 クリッペル・トレノネー・ウェーバー症候群 5
69 下垂体前葉機能低下症 358 161 後天性赤芽球癆 4
70 家族性高コレステロール血症（ホモ接合体） 4 162 エプスタイン症候群 1
71 先天性副腎皮質酵素欠損症 35 163 クロンカイト・カナダ症候群 4
72 先天性副腎低形成症 2 164 非特異性多発性小腸潰瘍症 2
73 アジソン病 4 165 総排泄腔遺残 1
74 サルコイドーシス 238 166 胆道閉鎖症 8
75 特発性間質性肺炎 81 167 アラジール症候群 1
76 肺動脈性肺高血圧症 71 168 ＩｇＧ４関連疾患 21
77 肺静脈閉塞症／肺毛細血管腫症 2 169 黄斑ジストロフィー 2
78 慢性血栓塞栓性肺高血圧症 74 170 レーベル遺伝性視神経症 1
79 リンパ脈管筋腫症 25 171 アッシャー症候群 1
80 網膜色素変性症 31 172 若年発症型両側性感音難聴 2
81 バッド・キアリ症候群 2 173 好酸球性副鼻腔炎 72
82 特発性門脈圧亢進症 4 174 先天性肺静脈狭窄症 1
83 原発性胆汁性胆管炎 87 175 三頭酵素欠損症 1
84 原発性硬化性胆管炎 18 176 シトリン欠損症  1
85 自己免疫性肝炎 52 177 芳香族L－アミノ酸脱炭酸酵素欠損症 1
86 クローン病 214 178 遺伝性自己炎症疾患 3
87 潰瘍性大腸炎 360 179 大理石骨病 1
88 好酸球性消化管疾患 7 180 特発性血栓症（遺伝性血栓性素因によるものに限る。） 15
89 慢性特発性偽性腸閉塞症 2 181 特発性多中心性キャッスルマン病 10
90 腸管神経節細胞僅少症 1 182 ホモシスチン尿症 1
91 ルビンシュタイン・テイビ症候群 1 183 線毛機能不全症候群（カルタゲナー症候群を含む。） 1
92 CFC症候群 1 184

（注）　「患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

疾患数 183
合計患者数（人） 6895



5　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（基本診療料）

　・超急性期脳卒中加算

　・医師事務作業補助体制加算１
ロ：20対1

　・摂食障害入院医療管理加算

　・急性期看護補助者体制加算１
25対1（看護補助者5割以上）

　・夜間100対1急性期看護補助体制加算

　・夜間看護体制加算

　・看護補助体制充実加算１

　・情報通信機器を用いた初診
情報通信機器を用いた再診（外来診療料）

　・特定機能病院入院基本料
1.一般病棟の場合　イ.7対1入院基本料

　・特定機能病院入院基本料
3.精神病棟の場合　ハ.13対1入院基本料

　・入院栄養管理体制加算

　・臨床研修病院入院診療加算
１　基幹型

　・精神科急性期医師配置加算２イ

　・看護職員夜間配置加算１　12対1

　・看護補助加算２

　・療養環境加算

　・重症者等療養環境特別加算

　・小児緩和ケア診療加算 　・地域医療体制確保加算

　・早期離床・リハビリテーション加算（ER）

　・ハイリスク妊娠管理加算

　・ハイリスク分娩管理加算

　・呼吸ケアチーム加算

　・緩和ケア診療加算

　・診療録管理体制加算１

　・認知症ケア加算２

　・せん妄ハイリスク患者ケア加算

　・精神疾患診療体制加算

　・後発医薬品使用体制加算１

　・排尿自立支援加算　・個別栄養食事管理加算

　・救急体制充実加算２

　・小児加算（ER）

　・栄養サポートチーム加算

　・精神科リエゾンチーム加算

　・指導強化加算

　・抗菌薬適正使用体制加算

　・患者サポート体制充実加算

　・褥瘡ハイリスク患者ケア加算

　・無菌治療室管理加算１・２

　・精神科応急入院施設管理加算

　・精神科身体合併症管理加算

　・入退院支援加算１イ

　・入退院支援加算３

　・入院時支援加算２

　・病棟薬剤業務実施加算１・２

　・データ提出加算２イ

　・放射線治療病室管理加算
１治療用放射性同位元素による治療の場合

　・救命救急入院料１（ER）

　・精神疾患診断治療初回加算イ

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・医療安全対策加算１

　・感染対策向上加算１

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療料）

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・

　・

　・ 　・

　・ 　・

　・ 　・

　・

　・無菌治療管理加算１・２（小児入院医療管理料）

　・ 　・

　・早期離床・リハビリテーション加算（HCU）

　・総合周産期特定集中治療室管理料
1　母体・胎児集中治療室管理料（MFICU）

　・小児入院医療管理料２

　・ 　・

　・

　・歯科外来診療医療安全対策加算２

　・歯科外来診療感染対策加算４

　・

　・早期栄養介入管理加算（ER)

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・地域歯科診療支援病院歯科初診料

　・プレイルーム加算（保育士２名以上の場合）

高度の医療の提供の実績

　・総合周産期特定集中治療室管理料
2　新生児集中治療室管理料（NICU）

　・新生児治療回復室入院医療管理料（GCU）

　・

　・

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・

　・

　・早期離床・リハビリテーション加算（ICU）

　・ハイケアユニット入院医療管理料２

　・特定集中治療室管理料２（ICU）

　・小児加算（ICU）

　・

　・

（様式第2）



7　診療報酬の算定方法に先進医療から採り入れられた医療技術

8　病理・臨床検査部門の概要

１．臨床検査部門と病理診断部門は別々である。

２．臨床検査部門と病理診断部門は同一部門にまとめられている。

剖検症例数（例） 15

剖検率（％） 2.2

(注）1 　「臨床検査及び病理診断を実施する部門の状況」欄については、選択肢の１・２どちらかを選択する（○で囲む等）こと。

臨床部門が病理診断部門或いは臨床検査部門と開催
した症例検討会の開催頻度

　・

　・

剖　検　の　状　況

病理部：226件
検査・輸血部：129件（超音波センター分：117件含む）

　・

　・ 　・

(注) 1　特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入しなくともよいこと。
(注) 2　「施設基準等の種類」欄には、特定機能病院の名称の承認申請又は業務報告を行う３年前の４月以降に、診療報酬の算定
方法(平成二○年厚生労働省告示第五九号)に先進医療（当該病院において提供していたものに限る。）から採り入れられた医療技
術について記入すること。

臨床検査及び病理診断を実施する部門の状況

　・

　・

　・

　・

　・

　・ 　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　等　の　種　類 施　設　基　準　等　の　種　類

　・ 　・

　・

　 (注）2 　「症例検討会の開催頻度」及び「剖検の状況」欄には、前年度の実績を記入すること。

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

（様式第2）



1  研究費補助等の実績

金   額

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

希少がんに対する遺伝子プロファ
イリングと標的治療に関する前向き
レジストリ臨床研究（MASTER KEY 

Project）

木下　一郎 がん遺伝子診断部 6,653,846

国立研究
開発法人
国立がん
研究セン

ター

希少造血器腫瘍に対する遺伝子
プロファイリングと標的治療に関す

る前向きレジストリ臨床研究
（MASTER KEY Project: NCCH-

1812）

小野澤　真弘 臨床研修センター 500,000

国立研究
開発法人
国立がん
研究セン

ター

皮膚科 3,170,000

国立研究
開発法人
科学技術
振興機構

（JST）

移植登録一元管理プログラムおよ
び二次調査を用いた小児造血細
胞移植における類洞閉塞症候群
の予防・診断・治療に関する後方

視的解析

平林　真介 小児科 146,154

国立研究
開発法人
国立成育
医療研究
センター

国立研究
開発法人
国立がん
研究セン

ター

膵癌患者における個別パネルを用
いた血液循環腫瘍DNA検査に関
する多施設共同研究ARTEMIS-

PC 研究

小松　嘉人 腫瘍センター 76,923

国立研究
開発法人
国立がん
研究セン

ター

国立研究
開発法人
科学技術
振興機構

（JST）

上皮幹細胞記憶による皮膚疾患
の統合理解

渡邉　美佳

脳神経科学の研究成果を医療と
社会のニーズに沿って社会実装

するための実用化支援プロジェクト
佐藤　典宏

医療・ヘルスサイエン
ス研究開発機構

1,000,000

国立研究
開発法人
日本医療
研究開発

機構

細胞内代謝に注目した関節リウマ
チにおける滑膜線維芽細胞の病

態関与
河野　通仁 リウマチ・腎臓内科 62,000,000

5,000,000

国立研究
開発法人
日本医療
研究開発

機構

外分泌機能推定による膵がん悪性
化リスク層別化に有用な血液バイ

オマーカーの臨床開発
須藤　英毅 整形外科 65,000,000

国立研究
開発法人
日本医療
研究開発

機構

国立研究
開発法人
日本医療
研究開発

機構

生体直交反応を利用した3Dプリン
ター用次世代バイオインクの開発

松岡　正剛 整形外科 2,100,000

進行固形悪性腫瘍患者に対する
AIマルチオミクスを活用したバイオ
マーカー開発の多施設共同研究

小松　嘉人 腫瘍センター 2,092,308

マルチオミクス解析を用いた細胞
間相互作用に注目した精神神経

ループスの病態解明
河野　通仁

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所  属  部  門
補助元又は委託

元

リウマチ・腎臓内科

（様式第3）

 

 



補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

敗血症におけるplasminogen 
activator inhibitor-1阻害の効果検

証
早川　峰司 救急科 9,300,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

ミクログリアに注目した抗リン脂質
抗体による中枢神経障害の病態

解明
渥美　達也 病院長 4,700,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

水素の同位体効果をツールとした
肝灌流修復法の開発

嶋村　剛 臓器移植医療部 4,500,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

Inflammagingにおける炎症・老化
細胞の解析とバイオマーカーへの

展開
外丸　詩野 病理診断科 2,800,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

一軸配向化合成コラーゲン線維が
誘導する骨髄幹細胞の分化と基質

産生促進機序の解明
近藤　英司

スポーツ医学診療セ
ンター

3,200,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

リネゾリドによる低ナトリウム血症発
現の因果関係およびそのリスク因

子の検討
堤　竹蔵 薬剤部 450,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

抗てんかん薬ラコサミドの胎盤透
過性および乳汁移行性評価に関

する研究
西村　あや子 薬剤部 470,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

Inflammagingにおける炎症・老化
細胞の解析とバイオマーカーへの

展開
外丸　詩野 病理診断科 2,359,468

独立行政
法人日本
学術振興

会

水素の同位体効果をツールとした
肝灌流修復法の開発

嶋村　剛 臓器移植医療部 1,900,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

SCRUM-Japan疾患レジストリ構築
のための多施設共同研究

小松　嘉人 腫瘍センター 346,154

国立研究
開発法人
国立がん
研究セン

ター

超高純度幹細胞・バイオマテリア
ルによる椎間板再生メカニズムの

包括的解明
須藤　英毅 整形外科 7,900,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

札幌市児童精神科医療連携体制
構築・運用に関する共同研究事業

齊藤　卓弥 精神科神経科 2,300,000 札幌市

札幌市における児童生徒等の自
殺対策強化に関する共同研究事

業
齊藤　卓弥 精神科神経科 3,484,800 札幌市
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Notchシグナル伝達機構を軸とし
た後天性中耳真珠腫の病態生理

の解明
福田　篤

耳鼻咽喉科・頭頸部
外科

900,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

尿中エクソソーム内のmRNAに基
づく新たな膀胱がん診断法の開発

大澤　崇宏 泌尿器科 900,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

血中環状RNAを用いた子宮頸癌
の早期診断マーカーと治療標的の

網羅的探索
金野　陽輔 婦人科 1,000,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

脂質ラフトのバイオイメージングと
電気生理学的手法による全身麻

酔薬の作用機序研究
長谷　由理 歯科麻酔科 300,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

好中球の異質性が関与する外傷
後二次性感染症の病態解明と治

療法開発に向けた基盤研究
斉藤　智誉 救急科 1,300,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

胆道癌におけるChemokineによる
悪性度進行機構の解明

中西　喜嗣 消化器外科Ⅱ 900,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

術後認知機能障害病理における
統合的ストレス応答の果たす役割

内田　洋介 手術部 700,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

深層学習を活用した多面的病理
学的検討による、小児期発症肺高

血圧症の病態解明
永井　礼子 小児科 800,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

ヒト化マウスによる非アルコール性
脂肪肝炎発症、肝移植後再発の

免疫学的機序解明
後藤　了一 消化器外科Ⅰ 600,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

ゲル化されたMSC由来エクソソー
ムの内視鏡的粘膜下層剥離術後

食道狭窄に対する効果
小野　尚子 光学医療診療部 1,300,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

肝癌幹細胞におけるPARP阻害剤
耐性メカニズムの解明およびその

克服
小松　嘉人 腫瘍センター 800,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

がん特異的糖鎖抗原を用いた小
児がんに対する近赤外光線免疫

療法の確立：前臨床モデル
長　祐子

小児成人移行期医療
支援センター

900,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

ドラベ症候群におけるα2サブユ
ニット選択的GABA(A)受容体賦活

薬の有効性検証
江川　潔 小児科 900,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

障害児・者の歯科治療時における
ストレスモニターとしての自律神経

活動の測定
大島　昇平 小児・障がい者歯科 600,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

動脈硬化制御作用をもつ新規血
管作動性物質による虚血性心疾

患バイオマーカーの創出
佐藤　健吾 検査・輸血部 900,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

多次元先端映像解析を駆使した
顕微鏡手術「複雑性」の解明

杉山　拓 脳神経外科 700,000

独立行政
法人日本
学術振興

会
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超高純度間葉系幹細胞とソフトバ
イオマテリアルによる椎間板性疼

痛の制御
山田　勝久 整形外科 1,100,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

小児骨端線損傷後におけるケモカ
イン受容体CCR7を介した新規薬

物治療法の探索
松岡　正剛 整形外科 1,400,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

抗炎症型マクロファージ移植によ
る骨折治癒促進効果に関する研

究
高橋　大介 整形外科 1,100,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

ハイドロゲルを用いた白血病幹細
誘導法の開発と代謝特性の解明

齋藤　祐介 がん遺伝子診断部 1,400,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

全身性エリテマトーデスにおける慢
性炎症・疼痛と脳機能の相互連関

藤枝　雄一郎 リウマチ・腎臓内科 1,000,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

慢性肺血栓塞栓性肺高血圧症の
呼吸困難に関する検討

佐藤　隆博 呼吸器内科 900,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

NUP98::NSD1白血病の治療抵抗
性の解明と新規治療法の開発

松川　敏大 HIV診療支援センター 1,200,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

北海道の小児がん患者における
遺伝性素因の研究

寺下　友佳代 小児科 1,300,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

膵癌細胞および癌関連線維芽細
胞を標的とした内視鏡的二重光線

免疫療法の開発
桒谷　将城 消化器内科 1,300,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

鎖肛術後排便障害に対するス
マートフォンを用いたバイオフィー

ドバック装置の開発
荒　桃子

医療・ヘルスサイエン
ス研究開発機構

500,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

可視化・定量化・ウイルス解析によ
るサージカルスモークの多角的解

析研究
渡邊　祐介

医療・ヘルスサイエン
ス研究開発機構

600,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

XR技術を応用した患者－医療者
双方に対するストレスフリーな歯科

治療の確立
下地　伸司 歯周病科 700,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

『一般外科医のための外傷診療
DCRトレーニングコース』開発にお

ける有用性の証明
村上　壮一

先端医療技術教育研
究開発センター

800,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

日中覚醒時ブラキシズムと発話時
咀嚼筋活動の識別アルゴリズム構

築への挑戦
後藤田　章人

高次口腔医療セン
ター(顎関節)

900,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

高齢者におけるレミマゾラムの麻酔
導入時血圧変動への影響－ラン

ダム化比較試験－
北條　敬之 歯科麻酔科 800,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

抗菌加工根面を実現！～バイオミ
メティック法を応用した新規歯周病

治療法の開発～
田中　佐織

口腔ケア連携セン
ター

800,000

独立行政
法人日本
学術振興

会
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新規Shock and Kill戦略によるHIV
リザーバー減少効果の解析

遠藤　知之 血液内科 1,600,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

NINJ1を標的としたANCA関連血管
炎の治療開発

中沢　大悟 リウマチ・腎臓内科 1,400,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

細胞内代謝を標的としたT細胞関
連自己免疫性疾患の新規治療開

発
河野　通仁 リウマチ・腎臓内科 700,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

肝癌のFGFR4-CXCL9 axis を介し
た免疫チェックポイント阻害剤耐性

化機構の解析
荘　拓也 消化器内科 1,100,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

常染色体顕性多発性嚢胞腎のアミ
ノ酸吸収抑制による治療法の開発

西尾　妙織 血液浄化部 1,600,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

神経性やせ症の病態形成に関与
する生物学的基盤の解明と新規治

療法の探索
石川　修平 精神科神経科 1,200,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

核医学治療の空間線量率を利用
した新たな線量評価技術の開発

渡邊　史郎 核医学診療科 2,100,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

唾液中薬物濃度モニタリングが適
用可能な薬物の選択方法の確立

武隈　洋 薬剤部 1,500,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

膵癌における腫瘍内細菌叢と腫瘍
免疫逃避機構の解明

結城　敏志 消化器内科 800,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

rTMSとBMIの併用による強化型
ニューロモジュレーションプログラ

ムの効果検証
向野　雅彦 リハビリテーション科 800,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

深層学習による画像領域検出技
術を用いた眼底画像の網膜血管

変化の解析
齋藤　理幸 眼科 800,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

骨吸収抑制剤による血管系を介し
た骨代謝調節機構の解明

関口　珠希 口腔外科 1,300,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

マイクロ・ナノパターンを用いて歯
髄幹細胞より誘導する歯牙および

歯周組織再生の試み
飯田　俊二 口腔総合治療部 1,300,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

難治性中耳炎における好中球およ
び好酸球細胞外トラップの形成-

分解経路の解明と応用
森田　真也

耳鼻咽喉科・頭頸部
外科

800,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

自己免疫性網膜症における抗網
膜抗体の解析と病態の解明

安藤　亮 眼科 1,200,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

特発性大腿骨頭壊死症における
多発骨壊死発生とマイクロバイ

オーム異常の関連性
清水　智弘 整形外科 1,100,000

独立行政
法人日本
学術振興

会
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腸管滅菌/プロバイオティクスによ
る難治性腹水に対する新規治療

方法の探索
中井　正人 消化器内科 800,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

肺癌の再放射線治療後のリンパ球
減少症予測モデル構築

金平　孝博 医学物理部 600,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

カテーテル選択支援AIを用いた
Vascular IVRの開発

森田　亮 放射線部 300,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

特発性膝骨壊死の発生と関節内
応力分布及び骨代謝状態の関連

佐藤　大 整形外科 300,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

Bassoon proteinopathyの病理学的
解析

野村　太一 脳神経内科 700,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

医療資源の少ない遠隔地におけ
るゲノム医療展開に関わる課題抽

出と解決戦略の解明
山田　崇弘 臨床遺伝子診療部 900,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

膵頭部微細解剖profileによる3D 
platformを用いた臓器温存手術の

ための教育toolの開発
松井　あや 消化器外科Ⅱ 1,600,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

口腔扁平上皮癌における頸部リン
パ節後発転移予測システムの構築

吉川　和人 口腔内科 1,100,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

振動解析とCT 
osteoabsorptiometryによる下顎頭
位置付けの挑戦-下顎枝矢状分割

術にて-

松下　和裕
高次口腔医療セン

ター(顎口腔)
2,200,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

幹細胞によるM１/M２マクロファー
ジ調整作用はリンパ浮腫線維化を

抑制しうるか？
前田　拓 形成外科 1,100,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

唾液中亜鉛マーカー酵素を新規
指標とした亜鉛補充療法の確立、

フレイル予防を目指して
坂田　健一郎 口腔内科 1,900,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

もやもや病くも膜の血管新生・側副
路発達を促進するエピゲノム制御

分子パスウェイ解析
伊東　雅基 脳神経外科 1,300,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

網膜ミュラー細胞のグリア間葉移
行におけるアルファBクリスタリンの

関与
加瀬　諭 眼科 1,100,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

冬眠動物がもつ体温変化に応じた
血栓回避の抗凝固メカニズム解明

と新規抗凝固薬の開発
高氏　修平 救急科 1,600,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

ECMOによるvon Willebrand 因子
への影響

早水　真理子 救急科 1,800,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

免疫関連因子CD73のトリプルネガ
ティブ乳癌周術期治療効果・有害

事象との関連性の検討
髙橋　將人 乳腺外科 1,200,000

独立行政
法人日本
学術振興

会
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ヒト皮膚創傷治癒を制御するエピ
ジェネティクス因子の探索

渡邉　美佳 皮膚科 1,800,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

内視鏡治療後創部に対するMSC
由来エクソソームを含むハイドロゲ

ルの効果
大野　正芳 光学医療診療部 2,000,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

神経ペプチドY（NPY）に着目した
虚血性心不全による心室性不整

脈機序の新展開
天満　太郎 循環器内科 1,400,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

鍼灸治療をはじめとする代替医療
の作用機序解明：セルフリーDNA

を用いた検査手法開発
医学物理部 周産母子センター 1,300,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

達成確率を用いた最適化手法によ
る新しいロバスト治療計画方式の

開発
横川　航平 光学医療診療部 1,400,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

新たな歯科矯正用解体性接着材
の開発（温度応答性）

松本　愛子 矯正歯科 700,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

精神疾患患者の精神的予後改善
に向けた生活習慣の影響解明と新

規介入法開発
大久保　亮 精神科神経科 300,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

睡眠時無呼吸症候群用口腔内装
置装着が睡眠時咀嚼筋活動に及

ぼす影響の実態解明
水野　麻梨子 クラウン・ブリッジ歯科 800,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

口唇・顔面皮膚の運動解析による
睡眠時ブラキシズム時の顎運動パ

ターン評価への挑戦
前田　正名 クラウン・ブリッジ歯科 200,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

骨髄濃縮液を用いた椎間板再生
治療法における液性因子に基づ

いた再生メカニズムの解明
筌場　大介 整形外科 1,200,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

子宮頸癌患者由来オルガノイドの
樹立方法の検討と薬剤スクリーニ

ング
朝野　拓史 産科 1,100,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

肝細胞癌におけるEB1とOATP1B3
の分子病理学的関連性の解明

相山　健 消化器外科Ⅰ 1,400,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

椎間板障害に対するexosome を用
いた低侵襲治療法の開発

大西　貴士 整形外科 1,100,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

プラチナ製剤耐性肺癌に対する免
疫プロテアソーム阻害剤治療の検

討
庄司　哲明 呼吸器内科 700,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

遺伝子異常・発現から捉えた若年
乳癌の発症や進展機序の解明と

臨床的意義の検討
萩尾　加奈子 がん遺伝子診断部 1,500,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

肝筋連関を介したサルコペニア及
び肝線維化改善に係る因子の同

定
大原　正嗣 消化器内科 1,000,000

独立行政
法人日本
学術振興

会



補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

好塩基球と表皮基底膜部自己免
疫寛容の破綻: 水疱性類天疱瘡

の病態解明への新視点
氏家　韻欣 皮膚科 1,800,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

幼少期の創傷が幹細胞記憶と発
癌に及ぼす影響

得地　景子 皮膚科 1,800,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

水疱性類天疱瘡におけるシングル
セル解析を用いた抗原特異的B細

胞の解析
村松　憲 皮膚科 1,800,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

虚血心のコハク酸の蓄積と再灌流
時の酸化制御を標的とした分子機

序に基づく創薬研究
阿部　二郎 小児科 1,700,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

細菌叢/代謝物の臓器間相互作用
の解析による、サルコイドーシスの

病態解明
中久保　祥 感染制御部 2,800,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

交感神経機能の急激な低下はて
んかん発作を誘発するか

堀之内　徹 精神科神経科 1,700,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

前立腺癌の超寡分割照射におけ
る有害事象低減可能な治療計画

技術の開発
田村　弘詞 放射線部 600,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

UV222nm照射と過酸化水素を併
用した殺菌性の高い歯周病光治

療
金本　佑生実 歯周病科 1,300,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

肝細胞癌におけるLSECtin/LAG-
3 axisとがん微小環境の関連性の

検討と臨床応用
北潟谷　隆 消化器内科 1,200,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

肥満2型糖尿病モデル動物を用い
た糖尿病網膜症早期における新

規分子標的の探索
菊地　香澄 眼科 1,100,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

NPWTがもたらす新たな術後合併
症ゼロの世界～皮膚・深部組織へ

の効果を探る
三浦　隆洋 形成外科 1,900,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

老化マクロファージによる変形性
膝関節症進行機序の解明研究

江畑　拓 整形外科 1,100,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

鼻粘膜概日リズムの恒常性は上皮
バリア機能を介して２型炎症反応

を制御するか
本間　あや

耳鼻咽喉科・頭頸部
外科

800,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

腸管虚血・炎症疾患における新規
治療標的の探索

柴田　賢吾 消化器外科Ⅰ 1,400,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

新規体幹部ブロックM-TAPAのメ
カニズム検証と、術後回復強化プ

ログラムへの展開
相川　勝洋 麻酔科 1,400,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

大腸癌切除による免疫状態の変
化と予後に関する検討

市川　伸樹 消化器外科Ⅰ 2,200,000

独立行政
法人日本
学術振興

会
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超解像イメージングによる修復象
牙質の刺激感受性の評価と次世

代型覆髄剤創出への応用
戸井田　侑 むし歯科 1,900,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

AIの機械学習を用いたインプラント
予後予測ツールの開発

古玉　明日香 義歯科 1,100,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

Tie2 活性化に着目したぶどう膜炎
モデル軽症化の試み

鈴木　佳代 眼科 1,100,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

糖尿病網膜症におけるアクロレイ
ンによる血栓形成促進機構の検討

福津　佳苗 眼科 1,600,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

混合リンパ球反応試験による慢性
活動性抗体関連型拒絶反応の早

期診断法の開発
岩原　直也 泌尿器科 1,400,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

ユビキチンリガーゼTRIM27による
頭頸部がんの進展制御メカニズム

の解明
木村　将吾

耳鼻咽喉科・頭頸部
外科

900,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

血液脊髄関門機能保護を介した
脊髄損傷治療薬の開発

五月女　慧人 救急部 1,300,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

メカノバイオロジーを基盤とした末
梢神経障害の病態解明

遠藤　健 整形外科 1,600,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

DNA合成阻害剤による逆説的発
がん現象の解明と応用

前田　拓哉 皮膚科 1,800,000

独立行政
法人日本
学術振興

会
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心房細動におけるSKチャネル活
性化の機序の解明：新規心房細動

治療薬の開発に向けて
甲谷　太郎 循環器内科 1,100,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

持続的抗菌性を付与した高機能
化ナノカーボンの精製ならびに骨

形成への影響の検討
前田　由佳利 義歯科 1,300,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

Beta cell rest を目指した新たな2
型糖尿病治療法の確立

中村　昭伸
ダイアベティスマネジ

メントセンター
700,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

遊走自然リンパ球による衛生仮説
の統合的理解

伊東　孝政 皮膚科 1,300,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

ガスダーミンDを標的としたANCA
関連血管炎の新規治療開発

楠　加奈子 血液浄化部 1,100,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

もやもや病の病因探索；iPS細胞由
来の血管内皮細胞と血管平滑筋

細胞の共培養モデル
東海林　菊太郎

脳卒中・循環器病ICT
医療連携研究部門

2,000,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

ライフコースにおける口腔の健康と
全身の健康との関連の解明:歯痛

に着目した因果推論
山本　貴文 予防歯科 1,000,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

チョークサインより早く窒息の予兆
をAIが見極める食事モニターの開

発
玉田　泰嗣 高齢者歯科 700,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

肝臓GVHDにおける腸内細菌叢と
肝臓免疫担当細胞とのクロストーク

の解明
荒　隆英 血液内科 600,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

大規模災害(千島海溝、日本海溝
モデル)における小児・妊産婦の減

災を目指した検討
齊藤　良玄 産科 900,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

慢性腰痛症例の体幹回旋方向の
外乱に対する姿勢保持能力への

運動療法による介入効果
大須賀　聡 リハビリテーション部 700,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

ぶどう膜炎におけるリン脂質酸化
物の動態と網膜障害軽症化の試

み
長谷　敬太郎 眼科 1,100,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

閉塞性大腸癌への金属ステント留
置による癌微小環境と全身の免疫

応答の変化の解明
今泉　健 消化器外科Ⅰ 1,100,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

自然免疫機構によるNF-κB活性
化活性化は口腔発がんおよび上

皮間葉移行に関与する
義達　理恵子 口腔外科 1,400,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

抗Xa活性測定のPoint Of Care 
Testing装置の開発に関する研究

土田　拓見 救急科 1,800,000

独立行政
法人日本
学術振興

会
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慢性期脳出血患者に対する自家
骨髄間葉系幹細胞とスキャフォー

ルド合剤
（セルザイク）の出血腔内投与の安
全性・有効性に係る探索的医師主

導治験

藤村　幹 脳神経外科 95,380,765

国立研究
開発法人
日本医療
研究開発

機構

肝線維化の非侵襲的評価のため
の血清・肝組織糖鎖バイオマー

カーの探索と実用化に関する研究
坂本　直哉 消化器内科 9,500,000

国立研究
開発法人
日本医療
研究開発

機構

高齢心不全患者におけるフレイル
自動診断を支援する新医療機器

プログラムに関する研究開発
永井　利幸 循環器内科 157,816,467

国立研究
開発法人
日本医療
研究開発

機構

リンパ節転移リスクを有する子宮体
癌に対する標準的リンパ節郭清確
立のための多施設共同臨床試験

渡利　英道 婦人科 5,375,000

国立研究
開発法人
日本医療
研究開発

機構

進行上顎洞癌に対する超選択的
動注化学療法を併用した放射線
治療による新規治療法開発に関

する研究

本間　明宏
耳鼻咽喉科・頭頸部

外科
6,800,000

国立研究
開発法人
日本医療
研究開発

機構

B型肝炎培養細胞、抗ウイルス応
答細胞モデルを用いた創薬シーズ

化合物の大規模探索
坂本　直哉 消化器内科 47,615,385

国立研究
開発法人
日本医療
研究開発

機構

肝発癌におけるHBV既感染の臨
床的意義と新規治療法開発を目
指した発癌分子機構の解明に関

する研究

武冨　紹信 消化器外科Ⅰ 12,000,000

国立研究
開発法人
日本医療
研究開発

機構

超希少難治性疾患である免疫介
在性小脳性運動失調症の疾患レ
ジストリ構築および治療法確立を
目的としたエビデンス創出研究

矢口　裕章 脳神経内科 7,500,000

国立研究
開発法人
日本医療
研究開発

機構

腹腔鏡手術における手術鉗子動
態の教育利用・鉗子位置情報を用
いた手術支援に関する基礎研究

安部　崇重 泌尿器科 5,700,000

国立研究
開発法人
日本医療
研究開発

機構

臨床研究のさらなる適正化に向け
た諸課題に係る調査研究

佐藤　典宏
医療・ヘルスサイエン

ス研究開発機構
3,254,000

厚生労働
省

『解剖』から医療機器開発の創出
を支援する国内唯一の拠点

七戸　俊明
先端医療技術教育研

究開発センター
14,758,565

国立研究
開発法人
日本医療
研究開発

機構	
	

多様な現場での国際生活機能分
類（ICF）の円滑な実用化及び統計

への応用に向けた研究
向野　雅彦 リハビリテーション科 2,310,000

厚生労働
省

自己免疫疾患に関する調査研究 渥美　達也 リウマチ・腎臓内科 30,970,000
厚生労働

省

Type2炎症による鼻粘膜支持組織
への影響

鈴木　正宣
耳鼻咽喉科・頭頸部

外科
700,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

脳内のエネルギー利用パターンの
変化に着目した摂食障害の新規

治療法の探索
石川　修平 精神科神経科 600,000

独立行政
法人日本
学術振興

会

顆粒球細胞外トラップによる難治
性副鼻腔炎の病態解明と新規バイ

オマーカー作成
中丸　裕爾 アレルギーセンター 1,100,000

独立行政
法人日本
学術振興

会
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KRAS変異肺癌におけるKRAS特
異的阻害薬の適応耐性機構の解

明と新規治療法の開発

歯科的身元確認を支援する包括
的歯科材料データベースのの構

築-災害時応用を目指して

呼吸器内科

1,800,000

1,400,000

歯科放射線科竹内　明子

北井　秀典

造血幹細胞移植後の免疫寛容と
組織寛容の機序の解明とその制

御法の開発研究
豊嶋　崇徳 血液内科 3,200,000

日本学術
振興会

T細胞・白血病細胞・GVHD標的組
織のエピジェネティクスを標的とし

た新規移植法の開発
橋本　大吾 血液内科 3,600,000

日本学術
振興会

造血幹細胞移植後のGVHDにお
ける腸・皮膚幹細胞の炎症記憶

新規細胞内抗体送達技術を用い
た革新的抗炎症療法の開発

谷口　浩二 病理診断科 1,500,000
日本学術
振興会

豊嶋　崇徳 血液内科 1,500,000
日本学術
振興会

安定同位体と多核種MRIによる分
子イメージング基盤の創出

工藤　與亮 放射線診断科 2,110,000

国立研究
開発法人
日本医療
研究開発

機構

肝細胞・肝非実質細胞・T細胞指
向性lipid nanoparticleを使用した
新規肝線維症治療法開発と治療
薬開発プラットフォームの確立

須田　剛生 消化器内科 18,000,000

国立研究
開発法人
日本医療
研究開発

機構

ハイドロゲルを用いたがんの不均
一性制御の医療応用基盤開発

田中　伸哉 病理診断科 21,000,000

国立研究
開発法人
日本医療
研究開発

機構

表皮水疱症におけるリバータントス
キンの診断法確立

夏賀　健 皮膚科 12,500,000

国立研究
開発法人
日本医療
研究開発

機構

O-17標識水を水トレーサーとして
用いたMRIによる関節軟骨病変の
早期診断を可能とする革新的評価
法の確立と治験に向けた実用化研

究

小野寺　智洋 整形外科 10,000,000

国立研究
開発法人
日本医療
研究開発

機構

T細胞性リンパ腫増殖・生存必須
遺伝子に対する新規阻害剤の探

索
中川　雅夫 血液内科 16,820,000

国立研究
開発法人
日本医療
研究開発

機構

切除不能進行肺癌に対する免疫
抑制経路Ｘの標的検証

野口　卓郎 腫瘍内科 4,545,455

国立研究
開発法人
日本医療
研究開発

機構

医療機器開発におけるカダバース
タディーに関するガイダンス策定

七戸　俊明 消化器外科Ⅱ 9,200,000

国立研究
開発法人
日本医療
研究開発

機構

肝星細胞特異的糖鎖抗原を標的
としたCAR-T細胞新規治療法の創

出
坂本　直哉 消化器内科 2,500,000

肝線維化機構に関連する宿主因
子の網羅的探索と新規治療法の

開発
坂本　直哉 消化器内科 3,900,000

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

日本学術
振興会

谷口　浩二 病理診断科 4,500,000

日本学術
振興会

消化管内視鏡基礎技術教育の現
状調査と新規指導プログラムの構

築
宮本　秀一 消化器内科 1,200,000

肝線維化治療標的同定とそれに
基づく新規抗肝線維化治療法開

発
須田　剛生 消化器内科 1,200,000

消化器における炎症記憶の基盤
的研究
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日本学術
振興会

Bassoon proteinopathy病態に関す
る継続的研究

矢部　一郎 脳神経内科 5,300,000

核医学診療科 500,000
日本学術
振興会

安定同位体水分子イメージングに
よるGlymphatic Systemの水動態解

明
工藤　與亮

眼科 1,300,000
日本学術
振興会

抗Sez6l2抗体関連脳炎の病態解
明

矢口　裕章 脳神経内科 1,400,000
日本学術
振興会

画像とレポートの利用によるロジカ
ルシンキング型のAI画像診断法の

構築
平田　健司

手術鉗子動態・映像解析を用いた
腹腔鏡手術熟練者の技術の言語

化と手術教育への利用
安部　崇重 泌尿器科 5,800,000

日本学術
振興会

放射線診断科 5,700,000
日本学術
振興会

滲出型加齢黄斑変性の網膜色素
上皮障害における毒性アルデヒド

アクロレインの関与
村田　美幸

機能性糖脂質分子を導入した新
規軟骨再生材料の開発

小野寺　智洋 整形外科 4,500,000
日本学術
振興会

ヒストンが関連する免疫血栓から
DICへの進展機序解明に基づく新

たなDIC診断基準の策定
和田　剛志 救急科 1,200,000

日本学術
振興会

共有結合DNAアプタマーと増殖型
レトロウイルスを応用した膵癌免疫

療法の開発
平野　聡 消化器外科Ⅱ 1,100,000

日本学術
振興会

移植臓器における温度変化に伴う
至適pHの探索～作用点の普遍性

と特異性
深井　原 消化器外科Ⅰ 1,100,000

日本学術
振興会

統合的ストレス応答が敗血症関連
脳障害に果たす役割の解明

森本　裕二 麻酔科 400,000
日本学術
振興会

膀胱癌幹細胞様細胞を標的とする
免疫療法と化学・放射線療法との

相乗効果の解明
宮田　遥 泌尿器科 1,100,000

日本学術
振興会

単一遺伝子異常による自己炎症
性疾患を対象とした細胞死と炎症

の関連性の解明
植木　将弘 小児科 1,600,000

日本学術
振興会

日本学術
振興会

脳梗塞血栓回収治療後の間葉系
幹細胞由来エクソソーム局所動注

による神経保護効果
栗栖　宏多 脳神経外科 1,000,000

日本学術
振興会

非ヒト霊長類モデルを用いた前頭
連合野における記憶消去活動の

成因に関する探索的研究
澤頭　亮 精神科神経科 1,700,000

日本学術
振興会

消化器がんに対するDGKα/ζを
標的とした核酸医薬による新規免

疫療法の開発研究
武冨　紹信 消化器外科Ⅰ 3,900,000

脳MRI画像を用いた女性アスリート
障害早期診断に向けたバイオマー

カー探索

中川　雅夫 血液内科 5,900,000

清水　幸衣

シュワン細胞を介した末梢神経軸
索再生機構の解明

角家　健 整形外科 6,300,000

表皮水疱症の創傷治癒遅延因子
の同定とその克服

夏賀　健

日本学術
振興会

放射線診断科 600,000
日本学術
振興会

網羅的CRISPRスクリーニングによ
るNK細胞の機能解析とCAR-NK

細胞への応用

日本学術
振興会

皮膚科 4,500,000
日本学術
振興会

日本学術
振興会

統合失調症、双極性障害、大うつ
病性障害の社会認知機能障害の

比較
橋本　直樹 精神科神経科 1,500,000

日本学術
振興会

エクソンスキッピング誘導による劣
性栄養障害型表皮水疱症の病態

理解と治療応用
高島　翔太 皮膚科 1,800,000

脳梗塞急性期に対する間葉系幹
細胞由来細胞外小胞の経鼻的投

与
川堀　真人 脳神経外科 1,200,000

日本学術
振興会

膠芽腫における低酸素内糖代謝
亢進メカニズムの検証

山口　秀 脳神経外科 1,100,000
日本学術
振興会

小児の心筋症におけるミトコンドリ
ア障害と心筋エネルギー代謝に関

する研究
武田　充人 小児科 700,000

日本学術
振興会
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表皮細胞のパターン形成に着目し
た新しい表皮培養の確立

眞井　洋輔 皮膚科 1,800,000
日本学術
振興会

新型コロナウイルス治療薬と化学
療法を併用した膵癌新規治療法

の開発
中村　透 消化器外科Ⅱ 1,300,000

日本学術
振興会

オートファジー活性化と左心負荷
軽減による心機能回復ーラット異

所性心移植モデル
新宮　康栄 心臓血管外科 400,000

日本学術
振興会

肺癌免疫療法におけるメモリー型
T細胞・樹状細胞クロストークの解

明
野口　卓郎 腫瘍内科 1,000,000

日本学術
振興会

血中exosome内circRNA発現解析
による膵癌の診断・予後関連マー

カー探索
柿坂　達彦 消化器外科Ⅰ 1,000,000

日本学術
振興会

MRエラストグラフィーを用いた肝
うっ血評価による心不全の非侵襲

リスク層別法の開発
永井　利幸 循環器内科 1,400,000

日本学術
振興会

MRI-R2′による革新的な脳酸素
代謝の可視化

池辺　洋平 放射線診断科 300,000
日本学術
振興会

エピトープスプレディング現象に着
目した水疱性類天疱瘡の病態解

明
眞井　翔子 皮膚科 1,100,000

日本学術
振興会

脊椎靭帯組織における異所性骨
化に関連する遺伝的要因の網羅

的探索
遠藤　努 整形外科 100,000

日本学術
振興会

変形性膝関節症に対する膝周囲
骨切り術に向けた、膝関節荷重分

布の解析システムの確立
岩崎　浩司 整形外科 1,300,000

日本学術
振興会

リキッドバイオプシーによる脈管奇
形の遺伝子診断と個別化医療へ

の応用
石川　耕資 形成外科 1,600,000

唾液中のエクソソームを用いた新
規唾液腺癌診断法の開発

耳鼻咽喉科・頭頸部
外科

900,000
日本学術
振興会

画像上同定困難な表在性腫瘍を
人工知能で自動描出する技術の

開発
西岡　健太郎 放射線治療科 200,000

日本学術
振興会

加納　里志

AIを活用した小児がん陽子線照射
のトリプルハイブリッド遠隔治療計

画システムの開発
橋本　孝之 放射線治療科 800,000

日本学術
振興会

肺癌に対する陽子線治療の選択
基準確立に向けた心肺相互作用

勘案NTCPモデル構築
青山　英史 放射線治療科 2,900,000

日本学術
振興会

日本学術
振興会

視床下部-下垂体オルガノイドを用
いた、下垂体発生における
GPR101遺伝子の機能解明

森川　俊太郎 小児科 2,200,000
日本学術
振興会

日本学術
振興会

子宮体癌の分子分類診断システム
の開発と新規治療標的の探索を志

向したゲノム解析研究
渡利　英道 婦人科 5,000,000

日本学術
振興会

間葉系幹細胞シートを用いたもや
もや病の間接血行再建術における

包括的研究
藤村　幹 脳神経外科 3,400,000

日本学術
振興会

慢性気道疾患のprecision 
medicine実現に向けたdeep 

phenotyping
今野　哲 呼吸器内科

日本学術
振興会

生体直交クリック反応による細胞間
強制結合を介したダイレクトリプロ

グラミングの開発
岩崎　倫政 整形外科 2,500,000

ハイドロゲルを用いた髄膜腫幹細
胞の創出と新規治療標的分子の

探索
小田　義崇 病理診断科 2,100,000

高機能ゲルによるゲノム制御：がん
幹細胞リプログラミングの空間情報

解析と治療薬開発

900,000
日本学術
振興会

高機能ゲルを用いたがん幹細胞
ニッシェの構築と物理因子制御に

よる治療法の創出
津田　真寿美 病理診断科

田中　伸哉 病理診断科 33,000,000
日本学術
振興会

4,800,000
日本学術
振興会

迷走神経刺激によるぶどう膜炎抑
制治療

南場　研一 眼科

日本学術
振興会

抗リン脂質抗体症候群における新
規治療標的の同定

久田　諒 リウマチ・腎臓内科 1,800,000
日本学術
振興会

4,900,000
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富士フイル
ムヘルスケ
ア株式会

社

3,076,923
先進イメージングアプリケーション

の研究
工藤 與亮 放射線診断科

2,307,692

RI排水管の水漏れ予測システムの
開発

頭部MRIデータによるソフトウェア
の評価及びソリューションの評価

工藤 與亮 放射線診断科 3,076,923

800,000

石田 晋

藤村 幹 脳神経外科

ルカ・サイ
エンス株式

会社

脊髄損傷モデルに対する羊膜幹
細胞の有効性、作用機序評価

藤村 幹 脳神経外科 6,769,231
株式会社カ

ネカ

ミトコンドリア・ナノメディシンによる
免疫細胞機能修飾法の開発

豊嶋 崇徳 血液内科 7,650,000

治療後寛解期、終末期の小児が
ん患者における機能性食品

AHCCRの免疫賦活作用及びQOL
改善効果を検討する非盲検探索

的臨床試験

真部 淳 小児科 50,000

もやもや病モデル動物に対する羊
膜間葉系幹細胞の有効性評価

藤村 幹 脳神経外科 1,692,308
株式会社カ

ネカ

Cellm-001による初発膠芽腫治療
効果無作為比較対照試験に関す

る医師主導治験
山口 秀 脳神経外科 1,153,845

神戸大学
医学部附
属病院

がん専用輸液製剤の研究に対す
るラット細胞およびラットモデル作

製
田中 伸哉 病理診断科 500,000

株式会社
大塚製薬

工場

株式会社
アミノアップ

眼科 3,420,000

ドライアイモデル動物を用いたデ
ルゴシチニブ及びトラマドールの

眼疼痛への影響の検討
村田 美幸

間葉系幹細胞エクソソームを用い
た中枢神経疾患治療法の開発

AHCCRによる肝細胞癌患者に対
するレンバチニブ療法の副作用軽

減効果の検討
武冨 紹信 消化器外科Ⅰ 450,000

温泉・温熱分野を中心とした温泉
物理療法における人工知能（AI）

の開発・応用

三次元前眼部撮影装置の臨床有
用性の評価

株式会社
アミノアップ

富士フイル
ム株式会社

株式会社
ダイセル

ロート製薬
㈱

株式会社ト
プコン

工藤 與亮 放射線診断科 769,231
株式会社
バスクリン

積水化学
工業株式

会社
工藤 與亮

辻野 一三 呼吸器内科 6,740,125
ヤンセン

ファーマ株
式会社

放射線診断科

眼科 2,000,000

脳出血急性期における治療法の
開発

持田製薬
株式会社

FDG-PET/CTの読影レポートの自
動生成AIの開発を目指した基礎的

検討
平田 健司 核医学診療科 7,690,000

GE 
HealthCare 

Japan 
Corporatio

n

藤村 幹 脳神経外科 5,000,000

安部 崇重 泌尿器科 160,000
株式会社

アミノアップ

肺動脈性肺高血圧症の特徴を有
するサブセットに注目した間質性
肺疾患合併肺高血圧症の多施設

前向きコホート研究

機能性食品AHCC?の尿路上皮癌
における化学療法の副作用軽減
効果を検討する非盲検探索的臨

床研究
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運動障害疾患に関する画像バイオ
マーカー開発のための観察研究

（多機関共同）

造影MRIにおける脳転移検出と自
動レポート作成に関する共同研究

工藤 與亮 放射線診断科 3,000,000

177Lu除去装置（BSL177)の性能
及び有効性の評価

平田 健司 核医学診療科

岩崎 浩司

600,000

胸部CT肺結節検出のためのオー
トエンコーダモデルおよび模擬病
変の有効性に関する共同研究

産業創出分野：運動器先端医学
分野

角家 健

工藤 與亮 放射線診断科

単眼カメラ筋骨格解析を用いた変
形性膝関節症の検出

岩崎　倫政 整形外科

整形外科

整形外科

整形外科

放射線治療科 2,961,538

リウマチ・腎臓内科 448,033

脊髄損傷治療薬の開発 角家 健 整形外科

中枢神経損傷に対する細胞シート
の開発・応用研究

藤村 幹

脳神経内科

統合失調症の認知機能障害の新
規スクリーニング質問票に関する

調査研究
橋本 直樹 精神科神経科 2,200,000

免疫温存放射線治療の確立に向
けた研究

青山 英史

オリンパス
テルモバイ
オマテリア
ル株式会

社

株式会社
日立ハイテ

ク

1,000,000

東日本における強皮症関連肺高
血圧症コホート研究：HAPPINESS 
study (A cohort study in HigAshi-

nippon of　Pulmonary 
hyPertensIoN in systEmic 

SclerosiS)

久田 諒

384,615矢部 一郎

脳神経外科 5,570,000

献体（Cadaver,以下「カダバー」と
いう）を用いた心臓血管外

若狭　哲 心臓血管外科 2,700,000

12,743,246

バイオマテリアル機能再生分野 岩崎 倫政

産業創出分野：膝関節機能再建
分野

8,332,913

国立研究
開発法人　
国立精神・
神経医療
研究セン

株式会社
セルシード

株式会社
日立製作

所

アイラト株
式会社

一般社団
法人　日本
血液製剤

機構

株式会社
Splink

ヤンセン
ファーマ株

式会社

株式会社
ティムス

和田　剛志 救急科 100,000

人工知能を用いた医用画像解析
による放射線治療の質と改善に向

けた基礎研究
青山 英史 放射線治療科

急性期DIC診断基準によるDIC離
脱判断の有用性に関する検討

500,000

株式会社
ジェイマッ

クス

株式会社
ジェイマッ

クス

AMS企画
株式会社

オリンパス
テルモバイ
オマテリア
ル株式会
社/株式会

持田製薬
株式会社

500,000

3,000,000

17,399,623

細胞架橋技術を用いた3Dプリン
ター用バイオインクの開発

小野寺 智洋 整形外科 2,200,000
持田製薬
株式会社

オリンパス
メディカル
システムズ
株式会社

白除フィルターから、PLを調製する
手法の生産技術検討及び効率化

に関する研究
藤村 幹 脳神経外科 3,000,000

コージンバ
イオ株式会

社



補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

特定非営
利活動法
人Japan 

PH 
Registry

WDBココ株
式会社

国立研究
開発法人　
科学技術
振興機構

Gilead 
Sciences, 

Inc.

Gilead 
Sciences, 

Inc.

950,000

84,615

8,400,000

1,070,415

4,172,488

211,538

放射線診断科

病理診断科 1,200,000

消化器内科

出口指向の橋渡し研究支援による
アカデミア研究成果の最大化事業

X染色体連鎖性低リン血症性くる
病・骨軟化症（XLH）患者を対象と

したアジア長期観察研究
50,769

安斉　俊久

谷口　浩二

須田　剛生

須田　剛生

安部　崇重

独立行政
法人　日本
学術振興

会

独立行政
法人　日本
学術振興

会

84,615

1,200,000

柿坂　達彦

角家　健 整形外科 400,000

谷口　浩二

岩崎　倫政 整形外科

国立研究
開発法人　
国立がん
研究セン

ター

3,944,999

呼吸器内科

病理診断科
炎症記憶による腸の組織再生とが

ん化機構の解明

循環器内科
SGLT2阻害薬トホグリフロジンを用
いた心保護効果のメカニズムに関

する研究

肺高血圧症患者レジストリ　Japan 
Pulmonary Hypertension Registry: 

JAPHR
辻野　一三

慢性Ｃ型肝炎・肝硬変患者に対す
るsofosbuvir/velpatasvir併用療法

の安全性、治療効果の検討

消化器内科

B型肝炎ウイルス再活性化予防と
してのテノホビル アラフェナミドフ

マル酸塩投与の治療効果・安全性
の検討

切除不能肝細胞癌におけるアテゾ
リズマブ＋ベバシズマブ併用療

法、外科的切除を用いた集学的治
療の安全性、有効性を検討する多

施設共同第II相臨床研究

森川　俊太郎 小児科

病理学・腫瘍学分野に関する学術
研究動向－網羅的解析の新たな

潮流と展開－

協和キリン
株式会社

泌尿器科

消化器外科Ⅰ

筋層浸潤性尿路上皮がん患者を
対象としたニボルマブ術後補助療
法の日本における治療実態研究

（ANNIVERSARY試験）

工藤　與亮
放射線科学関連分野での学術研
究動向－AIを含めた先端イメージ

ング技術－

株式会社
ティムス

ビスマス原薬活性 in vitro 試験

メビックス株
式会社

公益財団
法人パブ
リックヘル
スリサーチ
センター

抗好中球細胞質抗体の機能特性
と血管炎の臨床指標の関連を明ら

かにする研究
石津 明洋 病理診断科 600,000

病理診断科 300,000
ANCA関連血管炎モデルラットを
用いた抗IL-21アプタマーの薬効

評価

次世代の自己抗体測定法の開発
と評価

石津 明洋 病理診断科 18,400,000

好中球細胞外トラップ測定試薬の
性能評価

石津 明洋

生化学工
業株式会

社

株式会社　
医学生物
学研究所

株式会社　
医学生物
学研究所

株式会社リ
ボミック

小野薬品
工業（株）

新規酸性多糖のANCA関連血管
炎に対する治療効果の確認

石津 明洋 病理診断科 3,900,000

病理診断科

石津 明洋

300,000

スポーツ障害および運動器疾患に
対する筋骨格モデリング技術を用

いた評価手法に関する研究
遠山 晴一 リハビリテーション科 384,500

株式会社　
ORGO
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14,615,000

1,384,870

脳神経外科
北海道経
済産業局

北海道

北海道

北海道

日本医療
研究開発

機構

文部科学
省

整形外科 3,000,000
日本医療
研究開発

機構

3,627,273

整形外科

婦人科

小児科

整形外科

放射線診断科
文部科学

省

文部科学
省

放射線診断科

宮治 裕史 口腔総合治療部

脳神経外科

新規軸索再生因子を応用した末
梢神経再建方法の開発

角家　健

32,959,139

961,000

815,000

3,426,000

5,900,000

医学生等地域医療体験実習支援
事業

㈱松風

（公財）北海道科学
技術総合振興セン
ター（ノーステック財

団）

（独）日本学術
振興会

400,000

放射線性顎骨壊死に対する薬剤を用いた
新規保存的治療の実験的研究 宮本 郁也 口腔内科 200,000

500,000

アモルファス合金を使った生体親和アン
カースクリューの開発 武藤 麻未 矯正歯科

S-PRGナノフィラーバイオリキッドによる口腔
ケア～抗バイオフィルム性能の検討

地域に貢献する北海道がんプロ養
成プラン

青山　英史

民間企業等と連携したAI技術の開
発・導入を推進する人材の養成

工藤　與亮

カチオンパイポリマー新規塞栓物
質における生体血管内での挙動

の確認

高度な臨床・研究能力を有する医
師養成促進支援

藤村　幹

髙橋　誠

髙橋　誠

産科医・小児科医養成支援特別
対策事業（小児科）

真部　淳

産科医・小児科医養成支援特別
対策事業（産婦人科）

渡利　英道

脳卒中慢性期患者を対象にした
新規再生医療等製品の研究開発

川堀　真人

ソフトウェア機能評価 工藤　與亮 放射線診断科 500,000

京都大学
医学部附
属病院泌
尿器科

富士フイル
ムメディカ
ル株式会

社

153,846安部　崇重

1,122,000
イーピーエ
ス株式会社

学校法人
国際医療
福祉大学

エンホルツマブ ベドチンによる皮
膚障害の発症様式に関する多機

関共同観察研究

709,500辻野　一三

患者レジストリJapan PH Registryを
利活用した肺動脈性肺高血圧症
に対する抗IL-6受容体抗体適応

拡大のための医師主導治験

呼吸器内科

泌尿器科

進行性又は転移性の日本人尿路
上皮癌を対象にしたアベルマブ維
持療法及びその後の治療に対す
る多施設共同後向き観察研究

安部　崇重 泌尿器科

11C標識メチオニンの脳腫瘍診断
に関する研究－薬剤自動合成装
置の医療機器承認取得を目指し

て－

平田　健司 核医学診療科 2,098,000
住友重機
械工業株
式会社

大規模言語モデルを用いた電子
カルテの医療知識グラフ化と生成

系AIによる統合
平田　健司 核医学診療科 6,200,000

国立大学
法人東北

大学　災害
科学国際
研究所

造血器腫瘍患者の臨床検体を用
いた造血器腫瘍遺伝子パネル検
査システムのTAT（Turn Around 
Time）検証及び検査不良検体の

割合の確認に関する研究

豊嶋　崇徳 血液内科 550,000
大塚製薬
株式会社

アミロイドPETと脳血流SPECTの組
み合わせによるアルツハイマー病

治療薬の治療効果予測
平田　健司 核医学診療科 398,800

日本メジ
フィジックス
株式会社

日本における１型糖尿病を有する
方の第一度近親者を対象とした1
型糖尿病発症前のステージ分類
に基づく観察研究（PREP-T1D）

森川　俊太郎 小児科 105,600

IQVIAサー
ビシーズ　
ジャパン合

同会社

脳局所損傷に対する細胞治療医
伴う技術の開発及び実用化

栗栖　宏多 脳神経外科 5,608,000
株式会社
RAINBOW
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ビッグデータを用いた障がい者における歯
科医療提供体制の見える化と潜在需要の

推計
佐藤 美寿々 予防歯科 1,200,000

（独）日本学術
振興会

（独）日本学術
振興会

複雑な乳歯根管系の制御　－歯根外部吸
収部の再生－ 八若 保孝 小児・障がい者歯科 1,600,000

（独）日本学術
振興会

開口速度計を用いた嚥下機能の評価 奥村 拓真 高齢者歯科 1,900,000
（独）日本学術

振興会

歯周組織発生過程の模倣を基盤とするハイ
ブリッド構造体の創成と歯周組織再生への

応用
友清 淳 むし歯科 2,300,000

（独）日本学術
振興会

自閉症モデルマウスの島皮質における顔面
痛の情報処理メカニズムの解明 工藤 葉子 歯科麻酔科 1,100,000

（独）日本学術
振興会

（独）日本学術
振興会

簡便化学処理による高耐久アパタイト処理
ジルコニアのインプラント治療応用への挑戦 伊藤 達郎 義歯科 1,100,000

（独）日本学術
振興会

マクロファージのヒエラルキー決定による
MRONJ病因解明と新規治療法開発基盤構

築
黒嶋 伸一郎 クラウン・ブリッジ科 2,600,000

複合現実を活用した光免疫療法におけるガ
イドカテーテル穿刺支援システムの開発 足利 雄一 口腔外科 1,500,000

造影後拡散テンソル画像による真の心筋配
列の画像化と肥大型心筋症の新規診断法

の確立
常田 慧徳 歯科放射線科 700,000

900,000

口腔内科

（独）日本学術
振興会

Osteomacs/骨髄幹細胞連関による骨配向
性低下がもたらす口腔疾患慢性・難治性機

構解明
黒嶋 伸一郎 クラウン・ブリッジ科 1,900,000

（独）日本学術
振興会

口腔機能低下パターンの解明：健常からフ
レイル、そして要介護まで 三浦 和仁 高齢者歯科

光再生治療～レーザーによる歯周病根面
への人工セメント質構築 加藤 昭人 歯周病科 1,500,000

（独）日本学術
振興会

（独）日本学術
振興会

口腔がんの悪性形質獲得に関わる口腔常
在菌の解析 大廣 洋一 口腔外科 1,000,000

（独）日本学術
振興会

慢性口腔顔面痛における「中枢と末梢」およ
び「老化」の関与を解明する 佐藤 淳 口腔内科 1,300,000

（独）日本学術
振興会

顎口腔と全身の機能の因果：生体データ、
シミュレーション、機械学習の応用による検

証
坂口 究 義歯科 400,000

（独）日本学術
振興会

新しいラットモデルを用いた術後痛遷延化
の分子遺伝メカニズムの解明と治療戦略の

開発
城戸 幹太 歯科麻酔科 1,500,000

（独）日本学術
振興会

オーラルフレイルに関する高齢者の保健事
業と介護予防の一体的な実施に関する研

究
渡邊 裕 高齢者歯科 2,500,000

（独）日本学術
振興会

ナノカーボンと近赤外光を用いたインプラン
ト周囲炎に対する新たな光線力学療法の開

発
平田 恵理 義歯科 1,000,000

（独）日本学術
振興会

1,100,000
（独）日本学術

振興会

ビッグデータを用いたダウン症等に対するス
ペシャルニーズ歯科医療提供体制の実態

把握
佐藤 美寿々 予防歯科 1,100,000

ショウジョウバエを活用した新規口腔がん治
療法の開発 木村 拓

（独）日本学術
振興会

300,000
（独）日本学術

振興会

手掌線維腫症におけるIL-6アンプに着目し
た線維化抑制効果の検討 松井 雄一郎 整形外科 1,200,000

（独）日本学術
振興会

睡眠時無呼吸症候群用口腔内装置装着時
の顎運動経路－各種上下分離型の網羅的

検証－
山田 恭子 クラウン・ブリッジ科

義歯科 1,500,000
（独）日本学術

振興会
成長因子担持カーボンナノホーンコーティ

ングチタンインプラントの開発 山本 悟

自閉スペクトラム症関連分子と体性感覚系
神経回路発達に関する組織学的解析 高崎 千尋 小児・障がい者歯科 600,000

（独）日本学術
振興会

浅香 卓哉 口腔内科 800,000
（独）日本学術

振興会

２段階薬剤放出性第４世代スキャフォールド
の歯周組織再生への応用 西田 絵利香 口腔総合治療部 1,100,000

（独）日本学術
振興会

予防歯科

骨吸収抑制薬関連顎骨壊死に対する最適
な高気圧酸素療法の確立

1,300,000
（独）日本学術

振興会

歯周病細菌の脳への移行トレース 箕輪 和行 歯科放射線科 400,000
（独）日本学術

振興会
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　報告の対象とするのは、筆頭著者の所属先が当該特定機能病院である論文であり、査読のある学術雑誌に掲載されたものに限るもので
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3 高度の医療技術の開発及び評価の実施体制 

(1)倫理審査委員会の開催状況 

① 倫理審査委員会の設置状況 ○有 ・無 

② 倫理審査委員会の手順書の整備状況 ○有 ・無 

・ 手順書の主な内容 

「国立大学法人北海道大学における人を対象とする生命科学・医学系研究に関する規程」に基づ

き、「北海道大学病院生命・医学系研究倫理審査委員会内規」及び「北海道大学病院生命・医学

系研究倫理審査委員会標準業務手順書」を整備し、当倫理審査委員会の運営手続き等について定

めている。 

手順書は総則、審査委員会設置者の責務等、生命・医学系研究倫理審査委員会の役割・責務等、

生命・医学系研究倫理審査委員会事務局の各章から構成され、「ヘルシンキ宣言」の趣旨に添い

人を対象とする生命科学・医学系研究を審議するための手順を規定している。 

③ 倫理審査委員会の開催状況 年12回 

（注） 1 倫理審査委員会については、「臨床研究に関する倫理指針」に定める構成である場合に

「有」に○印を付けること。 

 2  前年度の実績を記載すること。 

 

(2)利益相反を管理するための措置 

① 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の設置状況 

○有 ・無 

② 利益相反の管理に関する規定の整備状況 ○有 ・無 

・ 規定の主な内容 

「北海道大学病院における臨床研究に係る利益相反ポリシー」及び「北海道大学病院における臨

床研究に係る利益相反マネジメント内規」を整備し、本院において実施する臨床研究に係る利益

相反の適切な管理、審査及び指導等について必要な事項を定めている。 

③ 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の開催状況 

年12回 



(注）前年度の実績を記載すること。 

 

(3)臨床研究の倫理に関する講習等の実施 

① 臨床研究の倫理に関する講習等の実施状況 年5回 

 ・研修の主な内容 

【タイトル】臨床研究の適正実施に向けた課題の検討 

【目的】特定臨床研究を実施する際に必要となる知識に関する教育 

【対象者】特定臨床研究を実施する者および支援するもの 

【研修時間】1時間30分 

【研修内容】 

・研究倫理について 

・不適正の事例と対応 

・研究の適正性と臨床研究 

【実施日】2024年4月18日 

 

【タイトル】クオリティ・バイ・デザインの考え方に基づく効果的・効率的な臨床試験の質の確

保、実施医療機関としての被験者保護とインテグリティを考える 

【目的】特定臨床研究を実施する際に必要となる知識に関する教育 

【対象者】特定臨床研究を支援する者および実施する者 

【研修時間】1時間  

【研修内容】 

・GCPリノベーション 

・Quality by Desing  

・Fitness for Purpose 

・倫理・道徳 

【実施日】2024年4月24日 



 

【タイトル】世界医師会「ヘルシンキ宣言」について 

【目的】特定臨床研究を実施する際に必要となる知識に関する教育 

【対象者】特定臨床研究を支援する者および実施する者 

【研修時間】1時間 

【研修内容】 

・「ヘルシンキ宣言」改訂 

・Public consultation Phase 2の内容（原則、リスクベネフィット、弱者保護、研究計画書、研

究倫理委員会、プライバシーとインフォームドコンセント、プラセボ、アクセス、登録と結果公

表、未実証介入の臨床使用） 

【実施日】2024年6月14日 

 

【タイトル】臨床研究・治験従事者研修 

【目的】臨床研究・治験を適正に実施することのできる人材の養成 

【対象者】医療機関において臨床研究・治験に係る業務を行っている、若しくは今後行う予定が

あり、今後も継続して臨床研究・治験業務を遂行できる医師・歯科医師など 

【研修時間】7時間 

【研修内容】 

・研究倫理、利益相反、PPI 

・生命科学・医学系研究指針、臨床研究法 

・スタディデザイン、生物統計 

・プロトコールに関連するICHガイドライン 

【実施日】2024年7月16日 

 

【タイトル】治験・倫理審査委員会委員研修 



【目的】臨床研究を倫理性、科学性、信頼性の側面から適正に審査する人材の養成 

【対象者】臨床研究倫理審査委員会、治験審査委員会の委員、事務局関係者（臨床研究支援業務

に従事する方を含む） 

【研修時間】7時間 

【研修内容】 

・ディオバン事件から省みる研究倫理 

・生命科学・医学系研究指針、臨床研究法 

・患者や家族、ボランティアの視点からみる臨床研究への参加 

【実施日】2024年10月18日 

(注）前年度の実績を記載すること。 



 

(様式第 4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

1 研修の内容 

当院は、北海道大学の教育･研究機関として、良質な医療を提供すると共に、優れた医療人を育

成し、先進的な医療の開発と提供を通じて社会に貢献することを理念として掲げています。 

初期臨床研修医のほか、各領域の後期研修医（専攻医）や専門医・指導医資格取得者、さらに

国外の医師免許取得者（臨床修練医）に対する高度医療技術の維持・習得を目指し、様々な研修

を行っています。教育資源としては、大学病院に特有の稀少症例や難治症例に加えて、北海道内

の関連病院と連携して多様な臨床経験ができる様、各領域で研修体制を整備しています。このよ

うな体制のもと、全人的な診療能力を有する専門医を育成するとともに、リサーチマインドを涵

養するため、大学院での研究活動を推奨し、新たな診断治療法の開発をすすめています。 

平成30年度から新専門医制度が導入され、当院では17の基本領域において基幹施設として研修

専門委員会を設置し、専門医制度整備指針に則って専門研修プログラムを取りまとめました。初

期臨床研修修了後は、各科専門研修プログラムに沿って、当院および研修連携施設において臨床

研修を行って所定の修了要件を満たしますと、各基本領域の専門医資格試験を受験することが可

能になります。尚、専門研修プログラムは、女性医師など専攻医の多彩な背景やニーズを考慮し

て多様な研修が行える様、配慮されています。 

 

（注）上記の研修内容は医師法及び歯科医師法の規定による臨床研修を終了した医師及び歯科医師

に対する専門的な研修について記載すること。 

2 研修の実績 

  上記研修を受けた医師数           716人 

（注）前年度の研修を受けた医師の実績を記入すること。 

 

3 研修統括者 

研修統括者氏名 診 療 科 役 職  等 臨床経験年数 特 記 事 項        

豊嶋 崇徳 血液内科 教授      ４０ 年 内科 

真部 淳 小児科 教授      ４１ 年 小児科 

氏家 英之 皮膚科 教授      ２３ 年 皮膚科 

橋本 直樹 精神科神経科 准教授      ２４ 年 精神科 

平野 聡 消化器外科Ⅱ 教授      ３７ 年 外科 

須藤 英毅 整形外科 特任教授      ２６ 年 整形外科 

渡利 英道 婦人科 教授      ３５ 年 産婦人科 

石田 晋 眼科 教授      ３４ 年 眼科 

本間 明宏 耳鼻咽喉科・頭

頚部外科 

教授      ３６ 年 耳鼻咽喉科 

安部 崇重 泌尿器科 准教授      ２９ 年 泌尿器科 

藤村 幹 脳神経外科 教授      ３１ 年 脳神経外科 

工藤 與亮 放射線診断科 教授      ３１ 年 放射線科 

森本 裕二 麻酔科 教授      ３９ 年 麻酔科 

田中 伸哉 病理診断科 教授      ３５ 年 病理 

早水 真理子 救急科 特任助教      ２０ 年 救急 

舟山 恵美 形成外科 准教授      ３４ 年 形成外科 

向野 雅彦 リハビリテーシ

ョン科 

教授      ２４ 年 リハビリテーション 

(注) 1 医療法施行規則第六条の四第一項又は第四項の規定により、標榜を行うこととされている

診療科については、必ず記載すること。 



(注) 2 内科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 

(注) 3 外科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 



 

(様式第 4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

4 医師、歯科医師以外の医療従事者等に対する研修 

① 医師、歯科医師以外の医療従事者に対する研修の実施状況（任意） 

 別紙のとおり 

 

② 業務の管理に関する研修の実施状況（任意） 

 別紙のとおり 

 

③ 他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況 

 別紙のとおり 

 

(注) 1 高度の医療に関する研修について、前年度実績を記載すること。 

(注) 2 「③他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況」については、医療法施

行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医

療を提供する特定機能病院についてのみ記載すること。また、日本全国の医療機関に勤務する医療

従事者を対象として実施した専門的な研修を記載すること。 

 

 



1　医師、歯科医師以外の医療従事者に対する研修の実施状況 別紙

研　修　名　等 目　的　等

1 がん看護エキスパートナース養成プログラム「エキスパート養成コース」（全7回） 院内認定がん看護エキスパートナース養成研修 年７回 3名

2 がん看護エキスパートナース養成プログラム「ベーシックコース」（全16項目）　 がん看護に必要な知識を習得する 16項目 延べ646名

3 看護補助者研修 1．医療チームにおける看護補助者の役割を理解できる
2．看護補助業務を遂行するための基礎的な知識・技術を習得できる

年1回 107名

4 副看護師長研修 リフレクションにより自己のマネジメントにおける傾向に気づき副看護師長としての役割発揮のための課題を見出す 年1回 67名

5 認知症看護実践力向上研修 認知症看護の実践能力を高める 年１回 38名

6 北海道大学病院初任職員研修（4月1日採用） 看護部理念・看護者の責務・組織運営・人材育成・看護業務について理解する 年１回 92名

7 北海道大学病院初任職員研修（2023年度中途採用者） 看護部理念・看護者の責務・組織運営・人材育成・看護業務について理解する 年１回 9名

8 新人看護職員研修　（多重課題研修） 助言や指導を受けながら多重課題に対応する 年１回 79名

9 新人看護職員研修（救命救急処置） 看護技術を安全・安楽に提供できるために必要な基本的態度、知識、技術を演習で学ぶ 年１回 82名

10 新人看護職員研修（採血と検体の取り扱い） 看護技術を安全・安楽に提供できるために必要な基本的態度、知識、技術を演習で学ぶ 年１回 86名

11 新人看護職員研修（静脈内注射） 看護技術を安全・安楽に提供できるために必要な基本的態度、知識、技術を演習で学ぶ 年１回 87名

12 新人看護職員研修(廃用症候群予防・呼吸理学療法) 看護技術を安全・安楽に提供できるために必要な基本的態度、知識、技術を演習で学ぶ 年１回 82名

13 新人看護職員研修（皮下注射・筋肉注射） 看護技術を安全・安楽に提供できるために必要な基本的態度、知識、技術を演習で学ぶ 年１回 86名

14 新人看護職員研修（輸液ポンプ・シリンジポンプ） 看護技術を安全・安楽に提供できるために必要な基本的態度、知識、技術を演習で学ぶ 年１回 86名

15 新人看護職員補完研修（ドレーン類の管理） 看護技術を安全・安楽に提供できるために必要な基本的態度、知識、技術を演習で学ぶ 年１回 83名

16 新人看護職員補完研修（吸引・ネブライザ－） 看護技術を安全・安楽に提供できるために必要な基本的態度、知識、技術を演習で学ぶ 年１回 78名

17 新人看護職員補完研修（経管栄養） 看護技術を安全・安楽に提供できるために必要な基本的態度、知識、技術を演習で学ぶ 年１回 71名

18 新人看護職員補完研修（十二誘導心電図・心電図モニター） 看護技術を安全・安楽に提供できるために必要な基本的態度、知識、技術を演習で学ぶ 年１回 78名

19 新人看護職員補完研修（輸血） 看護技術を安全・安楽に提供できるために必要な基本的態度、知識、技術を演習で学ぶ 年１回 77名

20 新人看護職員補完研修（膀胱留置カテーテル挿入と管理） 看護技術を安全・安楽に提供できるために必要な基本的態度、知識、技術を演習で学ぶ 年１回 77名

21 静脈注射エキスパート更新試験 認定者としての資格を更新し、静脈注射ｴｷｽﾊﾟｰﾄﾅｰｽとしての質を保証する 年１回 81名

22 静脈注射エキスパート認定研修 静脈注射に関する高度な知識・技術を持つ静脈注射エキスパートナースを育成する 年１回 33名

23 中心静脈ﾎﾟｰﾄ針穿刺演習 安全な中心静脈ﾎﾟｰﾄ穿刺について知識・技術を確認できる 年１回 15名

24 末梢静脈留置針挿入教育プログラム 院内の看護師に対する末梢静脈留置針挿入教育プログラムの標準化を図り、看護師が末梢静脈留置針を安全に挿入できる 年１回 82名

25 新規採用者合同研修　ＪＡＬ接遇・リスクマネジメント研修　:新規採用者研修等運営委員会主催 プロフェッショナル集団の一員として、職種間連携の非チュ旺盛を理解し、プロとして責任ある行動をとることを目指す 年１回 96名

26 新規採用者合同研修　コニュニケーション:新規採用者研修等運営委員会主催 接遇とコミュニケーション、チーム医療とプロフェッショナリズムについて講義、演習を通して学ぶ 年１回 93名

27 新規採用者多職種合同研修　臨床倫理研修:新規採用者研修等運営委員会主催 臨床において遭遇する倫理的問題に気づく・多職種間での議論を通して、患者・家族の意志決定支援を行う重要性を理解する 年１回 94名

28 既卒新任看護職員ピアサポートの会 既卒新任看護職員同士が交流でき、それぞれの思いや悩みを共有し相互支援できる 年１回 10名

29 １年目ピアサポートの会 身近な先輩の体験談を聞き、新しい環境に慣れ、看護師として成長するためのヒントが得られる 年１回 83名

30 北海道大学病院初任職員オリエンテーション：総務課　臨床研修センター主催 本院職員としての心構えと必要な知識を身につけ、医療職員として責任ある行動がとれる 年１回 94名

31 ２年目フィジカルアセスメント研修 フィジカルアセスメントに基づき、他者と協働して患者に安全・安心なケアを提供する 年１回 73名

32 フィジカルアセスメント研修 看護技術を安全・安楽に提供できるために、必要な基本的態度、知識、技術を演習で学ぶ 年１回 83名

33 専門領域別研修会（感染管理） テーマ：標準予防策・スタンダードプリコーション 年１回 26名

34 専門領域別研修会（感染管理） テーマ：感染症 年１回 27名

35 専門領域別研修会　集合研修（がん化学療法看護・がん薬物療法看護） テーマ：抗がん薬曝露対策 年２回 42名

36 専門領域別研修会　集合研修（手術看護） テーマ：手術室での看護～手術体位を体験してみよう～ 年１回 16名

37 専門領域別研修会　集合研修（皮膚・排泄ケア） テーマ：創傷被覆材の使い方 年２回 27名

38 専門領域別研修会　集合研修（救急看護） テーマ：いまさら聞けない一次救命処置と二次救命処置、急変時対応 年１回 15名

39 専門領域別研修会　集合研修（救急看護） テーマ：RRS事例を振り返ってシミュレーション演習 年１回 4名

40 専門領域別研修会　集合・オンライン研修（急性重症患者看護専門） テーマ：RRSについて知ろう 年１回 12名

41 専門領域別研修会　集合研修（クリティカルケア） テーマ：予期せぬ急変を防ぐシリーズ①　臨床推論の活用　状態変化を予測する 年１回 35名

42 専門領域別研修会　集合研修（クリティカルケア） テーマ：予期せぬ急変を防ぐシリーズ②　呼吸アセスメントと酸素療法 年１回 46名

43 専門領域別研修会　集合研修（クリティカルケア） テーマ：予期せぬ急変を防ぐシリーズ③ 年１回 26名

44 専門領域別研修会　集合研修（クリティカルケア） テーマ：予期せぬ急変を防ぐシリーズ④ 　循環アセスメントと心電図 年１回 41名

45 専門領域別研修会　集合研修（クリティカルケア） テーマ：予期せぬ急変を防ぐシリーズ⑤「何か変？」を見逃さない観察 年１回 18名

46 専門領域別研修会　集合・オンライン研修（がん放射線療法） テーマ：放射線治療計画の画面の見方と線量分布図について 年１回 25名

47 専門領域別研修会　集合研修（慢性疾患看護） テーマ：臨床データから患者の生活を推論する 高度看護実践技術とは　～治療・生活のゆるめ方を見極める看護技術～ 年１回 3名

48 看護過程研修
目的：看護過程を展開する能力を高め、患者参加型看護の実践ができる 講義９０分

GW０.５日
53名

49 １年目研修
目的：看護専門職者としての自覚を持ち、患者・家族の意思を尊重した看護を考えられる 講義９０分

GW０.５日
80名

50 ３年目研修1
目的：臨床実践の内省を通して、３年目の果たす役割を明確にし主体的に行動できる 講義９０分

GW０.５日
67名

51 ３年目研修Ⅱ
目的：文献を用いて事例を分析することで、自己の看護を内省し、実践に結びつけることができる 講義９０分

GW０.５日
67名

52 看護倫理研修
目的：チーム医療の中で患者の権利擁護者としての看護師の役割を理解し倫理的視点に基づいて看護実践に取り組める 講義９０分

GW０.５日
34名

53 看護管理研修
目的：部署の現状を客観的データから分析し、論理的思考のもと問題解決へ導くことができる

4日 7名

54 リーダー研修
目的：看護チームにおけるリーダーの役割を理解し、リーダーシップを発揮できる 講義９０分

GW０.５日
43名

55 プリセプター研修
目的：経験から学ぶプロセスを理解し、プリセプティを支援できる

0.5日 63名

57 看護師長研修
目的：看護師長に求められるスキルを高め看護管理者としての役割を発揮できる

3回 42名

58 プリセプター研修（キャリアコンプリメント研修）e-ラーニング
目的：経験から学ぶプロセスを理解し、プリセプティを支援できる

60分 19名

59 看護過程研修（キャリアコンプリメント研修）e－ラーニング
目的：看護過程を展開する能力を高め、患者参加型看護の実践ができる

60分 24名

60 リーダー研修（キャリアコンプリメント研修）e-ラーニング
目的：看護チームにおけるリーダーの役割を理解し、リーダーシップを発揮できる

60分 15名

61 看護倫理研修（キャリアコンプリメント研修）e-ラーニング
目的：チーム医療の中で患者の権利擁護者としての看護師の役割を理解し倫理的視点に基づいて看護実践に取り組める

60分 29名

62 新任看護師長研修
目的：副看護師長の役割を理解し実践できる

3回 3名

63 新任副看護師長研修
目的：副看護師長の役割を理解し実践できる

2回 3名

64 育児短時間者職場復帰プログラム 育児休業から職場復帰する看護職への感染・医療安全や支援体制についての情報提供 復帰日に合わせ実施 30名

65 倫理事例検討会「皆で深めよう倫理的推論」　 目的：他者の価値観を理解し倫理的行動をとることができる 年１回 27名

66 指導看護師養成研修「アドバンストコース」 目的：部署内教育の実践者として関係委員会と共働して部署内教育の気企画・運営・評価を行う人材を育成する 年9回 ５名

67 北海道大学病院　看護師特定行為研修 北海道大学病院は、地域における高度急性期医療から在宅医療までを支える人材を育成し、社会に貢献するために、的確な判断のも
とに安全な医療・看護を提供できる看護師である特定行為研修修了者を養成する。

年1回 ３名

68 専門領域に関する研修 人工呼吸器安全管理講習会Ⅰ基礎課程　Ⅰ-１，Ⅰ-２,Ⅰ-３（1）、人工呼吸器安全管理講習会Ⅱ認定過程（1講～8講、認定試
験）、人工呼吸器安全管理認定者更新試験、医薬品に関する講習会、BLS/AED講習会、医療機器に関する研修

計15回 216名

69 医療安全管理部感染制御合同講演会 2023年度のインシデントを振り返って、個人情報保護について、応招（召）義務について、BLS・AED講習 年4回 5648名

70 医療安全に関する講演会 北海道大学病院医療安全の日講演会、令和6年度歯科インシデントより 計3回 187名

71 薬剤部セミナー 学術活動、業務改善、症例検討などを通して論理的思考、プレゼンテーション能力を高める 年間計20回 のべ885名

72 新人1年目薬剤師セミナー 1年目薬剤師に求められる知識を身につける 年８回 のべ32名

73 新人2年目薬剤師セミナー 2年目薬剤師に求められる知識を身につける 年13回 のべ104名

74 薬剤部新入職員オリエンテーション 新入職員が病院や部署、労務管理についての理解を深める 年1回 4名

75 メンタルヘルス研修会 心と体のセルフケアについて学ぶ 年1回 185名

76 腰痛予防研修会 腰痛予防におけるセルフケア方法や介助のコツについての知識を習得する 年1回 107名

77 医療技術部全体研修会　働きやすい職場にするために　パワーハラスメントをみんなで理解しよう！ 後輩を指導するためのハラスメントにならないスキルを学ぶ 2024.12.5 268名

78 2024年新職員研修 検査・輸血部、病理部新職員に対する検査・輸血部、病理部業務等の新人向け研修 年１回 6名

79 2024年第1回臨床検査セミナー「病院見学報告会」 病院再開発に向けた施設見学の報告会 年１回 55名

80 2024年第2回臨床検査セミナー「TDMの基礎と シクロスポリン・タクロリムス・メトトレキサート」 TDMに関する知識習得 年１回 56名

81 検査・輸血部予行会「造影超音波検査が診断に有用であった肝細胞癌膵転移の1例」 学会発表に向けた予行発表 年１回 44名

82 検査・輸血部予行会「合成18誘導心電図を用いた肺高血圧予測の試み」 学会発表に向けた予行発表 年１回 55名

83 検査・輸血部予行会「気管支喘息における努力肺活量の妥当性・再現性検討：ガイドライン改訂の影響」 学会発表に向けた予行発表 年１回 50名

84 検査・輸血部定期勉強会「BM8040G　リコール検査手順の変更点」 インシデントの対応 年１回 63名

85 2024年第1回QMS勉強会　「業務改善規定の改訂ポイントについて」 規定の理解度向上 年１回 86名

86 2024年第2回QMS勉強会　「内部監査員養成セミナー確認試験解説」 内部監査員養成セミナー確認試験の解説 年１回 86名

87 検査・輸血部予行会「イムノクロマト法によるHIT抗体測定の検討」他 学会発表に向けた予行発表 年１回 50名

88 検査・輸血部定期勉強会「「検査・輸血部　教育・研究活動実施手順書」改訂のポイント」 手順書の理解度向上 年１回 65名

89 検査・輸血部予行会「Super Wide View, Sensor 3Dを用いた多発性嚢胞腎モデルの計測」 学会発表に向けた予行発表 年１回 43名

90 検査・輸血部予行会「術中投与色素の混濁指数への影響：パテントブルーが混濁指数に正誤差を示した一例」 学会発表に向けた予行発表 年１回 48名

91 検査・輸血部予行会「心房細動例におけるVMTスコアによる左室充満圧推定精度の検証」 学会発表に向けた予行発表 年１回 53名

92 2024年第3回QMS勉強会　「業務改善規定」改版のポイント」 規定の理解度向上 年１回 86名

93 検査・輸血部予行会「パテントブルーとインドシアニングリーンが混濁・溶血判定に与える影響」 学会発表に向けた予行発表 年１回 38名

94 2024年第3回臨床検査セミナー「診断支援システムDSSのご紹介」 DSSに関する知識習得 年１回 50名

95 検査・輸血部定期勉強会「針刺し・切創及び皮膚・粘膜曝露発生時の対応」 針刺し・粘膜曝露時の対応 年１回 61名

96 2024年第4回QMS勉強会　「情報システム管理規定第18版の改訂内容について」 規定の理解度向上 年１回 86名

97 検査・輸血部予行会「コンピュータシミュレーションによる比例誤差条件下での回帰分析法の比較評価」 学会発表に向けた予行発表 年１回 51名

98 2024年第5回QMS勉強会　「2024定期内部監査終了報告」 ISO15189，規定の理解度向上 年１回 86名

99 検査・輸血部予行会「尿沈渣中に顆粒状・球状のキサンチン結晶が多数認められた1例」他 学会発表に向けた予行発表 年１回 47名

100 R6（2024）年度部内BLS/AED講習会「2024年度検査・輸血部BLS/AED講習会」 BLS/AEDの対応 年１回 71名

NO
主　な　内　容

日　程 参加人数



101 検査・輸血部予行会「Xpert MRSA/SA BC「セフィエド」導入による、血液培養陽性患者への抗菌薬適正使用早期介入の評価」 学会発表に向けた予行発表 年１回 51名

102 検査・輸血部定期勉強会「2024年度日臨技検査精度管理調査総合報告会参加報告会」 精度管理の理解度向上 年１回 64名

103 2025年第1回QMS勉強会　「リスクマネジメント規定6版改訂のポイントについて」 規定の理解度向上 年１回 86名

104 検査・輸血部予行会「「生理学的検査」におけるISO 15189認定維持と今後の課題」 学会発表に向けた予行発表 年１回 49名

105 2025年第2回QMS勉強会　「2024年定期マネジメントレビュー報告会」 マネジメントレビューの周知 年１回 86名

106 検査・輸血部予行会「血縁ドナーにおけるpegfilgrastimとdaily G-CSFの末梢血中に動員するCD34＋細胞に与える影響」 学会発表に向けた予行発表 年１回 45名

107 2024(R6)年度VVR対応・災害発生時避難誘導部内研修会 VVR・災害時患者避難誘導の対応 年１回 75名

108 検査・輸血部定期勉強会「2024年度検査・輸血部学術奨励金受賞研究中間報告」 学術奨励金受賞研究中間報告 年１回 56名

109 ELNEC－J コアカリキュラム看護師教育プログラム エンド・オブ・ライフ・ケアや緩和ケアを提供できる看護師を育成する。 10月19日・26日 35名

110 腫瘍センターセミナー 自施設の医療従事者が、がん対策の意義や支援制度、診療・連携体制について理解を深める機会を提供する。 年9回 計287名

111 放射線科学療法・動注療法・光免疫療法　講師：鈴木崇祥先生 手術内容および周術期管理の理解を深める 2025.1/27 8名

112 頭頸部手術（再建、喉頭全摘・下咽頭喉頭摘出術後の管理）講師：井戸川寛志先生 手術内容および周術期管理の理解を深める 2025.1/28 10名

113 出血、カニューレ　講師：福田篤先生 手術内容および周術期管理の理解を深める 2024.11/19 8名

114 令和6年度HIV学習会 北海道エイズブロック拠点病院としての当院の役割やHIV薬害被害者支援・HIV感染症に関する情報を提供し院内のエイズ医療の向上及び均てん化を図る。 4/1-3/31 503名

115 令和6年度HIV/AIDS院内出前研修 北海道エイズブロック拠点病院としての当院の役割やHIV薬害被害者支援・HIV感染症に関する情報を提供し患者受入れの不安を軽減・院内のエイズ医療の向上及び均てん化を図る。 年2回 30名

2　医師、歯科医師以外の医療従事者等に対する研修（業務の管理に関する研修の実施状況）

研　修　名 目　的　等

1 新任看護職員等 「重症度、医療・看護必要度」研修 「重症度、医療・看護必要度（以下、看護必要度）」について理解し、評価できる 年1回 99名

2 【看護師対象】看護補助者との協働推進のための研修 1．看護職が看護補助者との協働推進のために必要な知識や考え方を理解する
2．看護職が看護補助者に対し、現場での安全な業務実施の為の役割分担や業務指示に活用する

年1回 516名

3 医療情報システム研修 医療情報システムについて理解する 年1回 92名

4 新任リスクマネジャー集合講習会 新任リスクマネジャーが知っておいてほしいこと、医療安全に関する知識と体制、役割 年2回 32名

5 薬剤部ミドルマネージャー研修 ミドルマネージャーに求められるスキルを高め役割を発揮できる 年2回 28名

6 医療技術部管理者研修会  これからの医療職に必要なマネジメント技術（鎌倉ケーキショップの事例から） チーム医療を推進するためリーダーシップを発揮できる人材の育成 2024.10.9 49名

3　医師、歯科医師以外の医療従事者等に対する研修（他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況）

研　修　名 目　的　等

1 地域薬学ケア専門薬剤師研修 切れ目のない薬学ケアに対応するため、幅広い領域の薬物療法における高度な知識、技能及び臨床能力を備えた信頼される薬剤師を養成する 年３６回 1名

2 地域緩和ケアネットワーク研修 患者さまの入退院時に病院の薬剤師や多職種と連携し、継続的な薬物療法が実践できる薬局薬剤師を養成する 年1回 1名

3 薬連携講習会 外来患者さんにおけるがん化学療法の質向上を目指し、病院と保険薬局の薬薬連携をより強化させる 年1回 78名

1 北海道肝疾患診療連携拠点病院等連絡会及び肝疾患専門医療従事者研修会（ハイブリッド開催） 北海道の肝炎対策について/肝疾患相談支援室の活動報告 年1回 112名

2 札幌肝疾患フォーラム（ハイブリッド開催） HCVのEliminationに向けて～病病・病診連携の必要性/肝疾患診療の最新の話題 年1回 101名

3 肝炎医療コーディネーターフォローアップ研修会＆一般医療従事者研修会（現地開催） 北海道の肝炎医療コーディネーターに期待すること/活動の実際について/グループワーク 年1回 22名

4 北海道肝炎医療コーディネーター養成研修会（現地開催） 北海道の肝炎医療コーディネーターを養成する 年1回 134名

5 ウィルス性肝炎領域における北海道医療安全講習会 北海道内の医療機関において肝炎ウィルス検査結果の告知漏れを防ぎ、陽性となった患者を専門医受診に繋げる仕組みの構築化と肝癌発症予防及び重症化を予防する事 年1回 138名

6 肝炎医療コーディネーターフォローアップ研修会＆一般医療従事者研修会（オンデマンド配信） 北海道の肝炎医療コーディネーターに期待すること/活動の実際について 年1回 230回

7 北海道肝疾患医療従事者研修会（ライブ配信） 最新の肝疾患診療について 年1回 119名

8 令和6年度北海道ブロックエイズ治療拠点病院（北海道大学病院）出張研修 HIV感染症に関する情報を提供、患者受入れの不安を軽減や北海道内のエイズ医療の水準の向上及び均てん化を図る。 年21回 499名

9 令和6年度北海道HIV/AIDS医療者研修会 HIV感染症に関する情報を提供、北海道内のエイズ医療の水準の向上及び均てん化を図る。 年1回 58名

10 北海道エイズブロック拠点病院HIV/AIDS看護師研修 基礎レベル研修 HIV感染症看護に必要な基礎知識を学び、実践に活かせる看護師を育成する。 年1回 8名

11 令和6年度北海道エイズ拠点病院看護師研修会 生活習慣病などの慢性疾患を合併しているHIV陽性者に必要な看護を学び、日々の看護実践に活かす。 年1回 11名

12 令和6年北海道HIVカウンセラー専門職研修 HIV心理臨床における支援スキルの向上を目指す。 年1回 10名

13 令和6年北海道HIV担当ソーシャルワーカー専門職研修会 HIV診療支援における基本的な支援と社会資源の活用を学び、実践的な支援スキルの向上を目指す。 年1回 10名

14 病院研修（心エコー室） 症例の見学および検査、カンファレンス参加 計21回 1名

NO
主　な　内　容

日　程 参加人数

NO
主　な　内　容

日　程 参加人数



 
 

(様式第 5) 
診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の管理方法に関する書類 

 
計画・現状の別 １．計画    ②．現状  
管理責任者氏名 病院長 南須原 康行 

  管理担当者氏名 総務課長 医事課長 医療支援課長 薬剤部長 
 

 保 管 場 所 管 理  方  法 
診療に関
する諸記
録 

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
二
項
に
掲
げ
る
事
項 

病院日誌 総務課 ・病院日誌は総務課にて
適切に保管している。 
・診療録を病院外に持ち
出す際の取扱いについ
ては，「北海道大学病院
における個人情報管理
に関するガイドライン」
を定め，個人が特定でき
る情報については，個人
情報保護管理区域外へ
の一切の持出しを禁止
し，相当程度に個人の特
定が困難な情報につい
ては，保護管理者への届
出を行った上でパスワ
ードロックを用いた媒
体でのみ持ち出しを許
可している。 
・カルテは電子カルテと
紙カルテの２種類を管
理及び保管している。 
・平成22年に電子カルテ
を導入し，それ以前の紙
カルテについては，5年
間の保存期間を設けて
診療録管理室にて保管
している。また，紙媒体
で生成される説明承諾
書等については，スキャ
ニングして電子カルテ
に取込み，かつ，原本も
保管している。 

各科診療日誌 各診療科 
処方せん 薬剤部 
手術記録 診療録管理室 
看護記録 診療録管理室 
検査所見記録 診療録管理室 
エックス線写真 診療録管理室 
紹介状 診療録管理室 
退院した患者に係る入院期間中
の診療経過の要約及び入院診療
計画書 

診療録管理室 

病院の管
理及び運
営に関す
る諸記録 

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
三

項
に
掲
げ
る
事
項 

従業者数を明らかにする帳簿 総務課 各課において適切に保
管している。 高度の医療の提供の実績 医事課、経営企画課 

 
高度の医療技術の開発及び評価
の実績 

総務課、経営企画課 

高度の医療の研修の実績 総務課 
閲覧実績 総務課 
紹介患者に対する医療提供の実
績 

経営企画課 

入院患者数、外来患者及び調剤
の数を明らかにする帳簿 

経営企画課、薬剤部 

規則第一条の十一第一項に掲げる事項 
 医療に係る安全管理のための指

針の整備状況 
医療支援課 
 

適切に保管している。 
 



 
 

医療に係る安全管理のための委
員会の開催状況  

医療支援課 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

医療に係る安全管理のための職
員研修の実施状況 

医療支援課 
 
 

医療機関内における事故報告等
の医療に係る安全の確保を目的
とした改善のための方策の状況 

医療支援課 
 
 

 
  



 
 

 保 管 場 所 管 理  方  法 

病院の管

理及び運

営に関す

る諸記録 

規
則
第
一
条
の
十
一
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項 

院内感染対策のための指針の策
定状況 

医療支援課 
適切に保管している。 

院内感染対策のための委員会の
開催状況  

医療支援課 

従業者に対する院内感染対策の
ための研修の実施状況  

医療支援課 

感染症の発生状況の報告その他
の院内感染対策の推進を目的と
した改善のための方策の実施状
況  

医療支援課 

医薬品安全管理責任者の配置状
況  

医療支援課 

従業者に対する医薬品の安全使
用のための研修の実施状況  

医療支援課 

医薬品の安全使用のための業務
に関する手順書の作成及び当該
手順書に基づく業務の実施状況
   

医療支援課 

医薬品の安全使用のために必要
となる未承認等の医薬品の使用
の情報その他の情報の収集その
他の医薬品の安全使用を目的と
した改善のための方策の実施状
況 

医療支援課 

医療機器安全管理責任者の配置
状況 

医療支援課 

従業者に対する医療機器の安全
使用のための研修の実施状況 

医療支援課 

医療機器の保守点検に関する計
画の策定及び保守点検の実施状
況 

医療支援課 

医療機器の安全使用のために必
要となる情報の収集その他の医
療機器の安全使用を目的とした
改善のための方策の実施状況 

医療支援課 
 
 

  



 
 

 保 管 場 所 管 理  方  法 
 病院の管理 
 及び運営に 
 関する諸記 
 録 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

規
則
第
九
条
の
二
十
の
二
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
十
三
号
ま
で
及
び
第
十
五
条
の
四
各
号
に
掲
げ
る
事
項 

医療安全管理責任者の配置状
況 

医療支援課 各課において適切に保
管している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

専任の院内感染対策を行う者
の配置状況 

医療支援課 

医薬品安全管理責任者の業務
実施状況 

医療支援課 

医療を受ける者に対する説明
に関する責任者の配置状況 

医療支援課 

診療録等の管理に関する責任
者の選任状況 

診療録管理室 

医療安全管理部門の設置状況 医療支援課 
高難度新規医療技術の提供の
適否等を決定する部門の状況 

医事課 

未承認新規医薬品等の使用条
件を定め、使用の適否等を決
定する部門の状況 

医療支援課 

監査委員会の設置状況 医療支援課 
入院患者が死亡した場合等の
医療安全管理部門への報告状
況 

医療支援課 

他の特定機能病院の管理者と
連携した相互立入り及び技術
的助言の実施状況 

医療支援課 

当該病院内に患者からの安全
管理に係る相談に適切に応じ
る体制の確保状況 

医療支援課 

医療安全管理の適正な実施に
疑義が生じた場合等の情報提
供を受け付けるための窓口の
状況 

医療支援課 

職員研修の実施状況 医療支援課 
管理者、医療安全管理責任者
、医薬品安全管理責任者及び
医療機器安全管理責任者のた
めの研修の実施状況 

医療支援課 

管理者が有する権限に関する
状況 

総務課、経営企画課 

管理者の業務が法令に適合す
ることを確保するための体制
の整備状況 

総務課 

開設者又は理事会等による病
院の業務の監督に係る体制の
整備状況 

総務課 

(注)「診療に関する諸記録」欄には、個々の記録について記入する必要はなく、全体としての管理
方法の概略を記入すること。また、診療録を病院外に持ち出す際に係る取扱いについても記載する
こと。 



○病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法

〇病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧の実績

延　　　　0　　　　件

閲　覧　者　別 医師 延　　　　0　　　　件

歯科医師 延　　　　0　　　　件

国 延　　　　0　　　　件

地方公共団体 延　　　　0　　　　件

１．計画 　　   　 ②．現状

　閲覧の手続の概要
利用者は必要に応じ、文書により閲覧責任者に閲覧を申し出、閲覧担当者は閲覧責任者に確認のうえ
閲覧に応じる。

　閲覧責任者氏名

　閲覧担当者氏名

総務課長　中﨑　治

総務課事務室

総務課係長　酒井　広

病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法に関する書類

(注)既に医療法施行規則第9条の20第5号の規定に合致する方法により記録を閲覧させている病院は
現状について、その他の病院は計画について記載することとし、「計画・現状の別」欄の該当する番号
に〇印を付けること。

(注)特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入する必要はないこと。

　閲覧の求めに応じる場所

　　　前　年　度　の　総　閲　覧　件　数

計画・現状の別

（様式第6）



 
 
 

 
規則第 1条の 11第 1項各号に掲げる医療に係る安全管理のための体制の確保に係る措置 

 
 
① 医療に係る安全管理のための指針の整備状況 

 
      有 

 
 ・ 指針の主な内容： 

1.本院の医療安全管理に関する基本的な考え方 
2.医療に係る安全管理のための委員会等に関する組織の基本的事項 
3.医療に係る安全管理のための職員研修に関する基本的事項 
4.医療機関における事故報告等の医療に係る安全の確保を目的とした改善

のための方策に関する基本方針 
5.医療事故等発生時の対応に関する基本方針 
6.医療従事者と患者間の情報の共有に関する基本方針 
7.患者等からの相談に関する基本方針 
8.その他医療安全の推進のために必要な基本方針 

 

 
② 医療に係る安全管理のための委員会の設置及び業務の状況 
 

・ 設置の有無（ 有 ） 
・ 開催状況：年12回 
・ 活動の主な内容： 
 
1.医療安全管理上の問題が発生した場合の対応ならびに原因究明のための
調査および分析に関すること 

2.医療安全確保を目的とした改善のための方策の立案および実施に関する
こと 

3.医療安全確保を目的とした方策の職員への周知に関すること 
4.医療安全確保を目的とした方策の実施状況の把握および必要に応じた方
策の見直しに関すること 

5.医療安全に関わる職員の教育・研修に関すること 
6.医療事故報告等に関する改善のための方策に関すること 
7.その他医療事故等に関すること 

 

 
③ 医療に係る安全管理のための職員研修の実施状況 

 
     年5回 

 
・ 研修の内容（すべて）： 
1.医療安全に関する講演会 
「採血・穿刺時の神経損傷予防」（2019年度講演会の録画） 

・受講方法：エルゼビア社のe-ラーニングツール「Safety Plus」による受
講 
 
2.医療安全・感染管理に関する講習会（必修研修） 
「2023年度のインシデントを振り返って」「北海道大学病院における個
人情報管理」「新型コロナウイルス感染症5類化を振り返る」「抗菌薬適
正使用について」 

・受講方法：受講方法：対象者を制限した集合形式、エルゼビア社のe-ラ
ーニングツール「Safety Plus」による受講 

 
3.医療安全・感染管理に関する講習会（必修研修） 
「応招（召）義務について」「BLSとAEDの取り扱いについて」「医療器
具関連感染サーベイランスについて」「抗菌薬適正使用について」 

・受講方法：受講方法：対象者を制限した集合形式、エルゼビア社のe-ラ
ーニングツール「Safety Plus」による受講 

 
4.医療安全の日講演会 
「患者の立場からみた医療安全の未来」 

・受講方法：全職員を対象とした集合形式， 
エルゼビア社のe-ラーニングツール「Safety Plus」による受講 

 
5.医療安全に関する講演会 
「令和6年度 歯科インシデントより」 

・受講方法：対象者を制限した集合形式 

 



 
 
 

 
 
④ 医療機関内における事故報告等の医療に係る安全の確保を目的とした改善のための方策の実施

状況 
 
   ・ 医療機関内における事故報告等の整備 （ 有 ） 
   ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
 

1．報告書に伴う問題点の把握方法（各部署，安全管理部門の問題点の認識
） 
インシデント報告に関する分析からフィードバックまでの対応（職員へ
の周知と再発防止） 

1）専任リスクマネジャー（ＧＲＭ）が当該リスクマネジャー（ＲＭ）へ事
実確認を行い，報告内容の監査・分析を行い，問題事例や有害事象の場
合は，当該ＲＭとの検討，患者の影響度，患者への対応状況などを協議
し対応している。 

2）レベル3ｂの有害事象の場合は，当該部署のＲＭに当該部署として検討
を行った結果と再発防止策について，事例報告書として詳細報告を要請
し，事例報告書に基づき原因・起因を分析し，病院長に報告している。 

3）レベル4，5の有害事象は，ＧＲＭが聞き取り・現場検証などの事実調査
を行い，当該ＲＭ・関係者との事象の検討，患者の影響度，患者への対
応などを協議している。ＧＲＭが作成した検証資料に基づき，病院長・
医療安全管理部長・当該部署の責任者とＲＭにより原因検討を行い，重
篤な事案の場合は医療事故対策部会で原因検討の上，病院の見解を明確
にしている。 

 
2．問題点の分析方法（各部署，安全管理部門の問題点の分析方法） 
1）必要な事例については，専門分野の委員を指名し，ＷＧ，院内医療事故
検討会を設置し，原因分析・再発防止策を作成する。 

2）レベル3ａ以上の報告は，毎週月曜日にインシデントレポート検討・判
定会において，レベル・過誤の判定と合併症の妥当性の検討を行うとと
もに，報告内容を分析し，原因と患者への影響度を検討し，医療事故報
告制度への報告対象事例の判定を行っている。 

 
3．改善策の検討方法 
1）報告の全体的分析は，毎月と年間において実施し，発生レベル・報告状
況場面別に集計し，発生場面別や職種別の発生状況について定量的分析
を行い「医療安全に関する報告集計」を作成し，各委員会に周知を図っ
ている。また，病院運営会議においても報告し，周知を図っている。 

2）各診療科・部署の安全管理を図るために，前年度の当該診療科・部署で
の報告について年間集計し，当該診療科・部署での優先的課題を分析し
，年度前半で，診療科・部署ＲＭ等で対策を検討し，年度末に再度，今
年度の当該診療科・部署での報告について集計し，優先的課題の評価を
実施し，次年度に向けて継続事項を検討している。 

3）医薬品・医療機器に関する事象については，関係専門委員会で再発防止
策を検討し，システム改善・教育体制などの企画を検討している。 

 

(注）前年度の実績を記入すること。 



 
 
 

 
規則第 1条の 11第 2項第 1号に掲げる院内感染対策のための体制の確保に係る措置 

 
 
① 院内感染対策のための指針の策定状況 

 
     有 

 
  ・ 指針の主な内容： 

北海道大学病院 院内感染対策指針は以下の項目から成っている。 
1 院内感染対策に関する基本的な考え方 
2 院内感染対策に関する管理組織機構 
（1）院内感染対策委員会 
（2）院内感染対策特別部会 
（3）感染制御部 
（4）インフェクションコントロールチーム（ICT） 
（4）－2 感染防止対策チーム 
（5）抗菌薬適正使用支援チーム（AST） 
（6）感染対策マネージャー連絡会議 
3 職員研修に関する基本方針 
4 感染症の発生状況の報告に関する基本方針 
5 アウトブレイクあるいは異常発生時の対応に関する基本方針 
6 抗菌薬適正使用に関する基本方針 
7 患者等への情報提供と説明に関する基本方針 
8 感染対策に関する地域連携への取り組み 
9 その他院内感染対策の推進のために基本方針 

 
② 院内感染対策のための委員会の開催状況 

 
年 12 回 

 
  ・ 活動の主な内容： 

・ 院内感染防止対策の検討及び推進 
・ 院内感染防止の対応及び原因究明 
・ 院内感染等の情報収集及び分析 
・ 院内感染防止等に関する職員の教育・研修 

 
③ 従業者に対する院内感染対策のための研修の実施状況 

 
年 20 回 

 
 ・ 研修の内容（すべて）： 

【別紙】令和6年度 感染防止に関する教育活動計画 参照 
 
④ 感染症の発生状況の報告その他の院内感染対策の推進を目的とした改善のための方策の状況 
 
  ・ 病院における発生状況の報告等の整備        （ 有 ） 

「感染症のアウトブレイク発生に伴う保健所への報告基準」を制定し，保健所や大学内の報告に係
る基準及び方法等について整備済みである。（平成23年6月17日医政指発第1号に基づき，平成23年
8月25日病院執行会議において承認） 

 
 ・その他の改善のための方策の主な内容： 

・感染防止対策チームを設置して，院内感染状況，抗菌薬の適正使用，職員の感染防止策等の実
施状況の把握と指導を行っている。 

・耐性菌サーベイランス，COVID-19等，感染症法に基づく院内感染症発生状況の迅速な把握と対
 応を行っている。 
・加算2・3を算定する各連携医療機関とのカンファレンスおよび加算1の連携医療施設と加算2・

3の連携医療施設（各加算1連携医療施設の加算2・3医療連携施設を含む）合同カンファレンス
の開催等により市内の医療機関および札幌市保健所との連携を図っている。 

・感染制御部専任の事務補佐員（非常勤職員）1名を継続して配置し，平成24年7月から事務職員
（常勤職員）1名を配置した。 

・平成28年11月から，感染制御部専従の看護師1名を新たに配属した。 
・平成30年12月から，感染制御部専従の薬剤師1名を新たに配属した。 
・令和3年1月から，感染制御部専任の医師（助教）1名を新たに配属した。 
・令和6年2月から、全手術症例のSSIサーベイランスを開始した。 

令和6年7月から、全部署対象の医療器具関連感染サーベイランス（中心ライン関連血流感染、カテ
ーテル関連尿路感染、人工呼吸器関連肺炎、人工呼吸器関連イベントの4項目）を開始した。 

(注）前年度の実績を記入すること。 
 



 
 
 

 
規則第 1条の 11第 2項第 2号に掲げる医薬品に係る安全管理のための体制の確保に係る

措置                         
 
 
① 医薬品安全管理責任者の配置状況 

 
     有 

 
② 従業者に対する医薬品の安全使用のための研修の実施状況 

 
     年6回 

 
 ・ 研修の主な内容： 
1．研修医オリエンテーション「処方全般」（医科） 
  開催回数：1回（2024年4月資料配布のみ）、対象：研修医 
 

研修歯科医オリエンテーション 「医薬品安全使用講義」（歯科） 
  開催回数：1回(2024年4月 対面講義) 
 
2．初任職員オリエンテーション「薬剤の知識とリスクマネジメント」 
  開催回数：1回（オンデマンド）、対象：薬剤部、看護部、医療技術部、事務部所属職員 
 
3．医薬品に関する講習会「危険薬の取扱い」 
  開催回数：2回（2024年8月21日、8月28日）、対象：看護師他、その後部署に戻り伝達講習 
 
4．異動後医師研修「危険性の高い薬剤の取り扱い」 
    開催回数：1回（オンデマンド）、対象：医師 （対象年度に新たに北大病院に採用・転入した 医師） 
 
 
③ 医薬品の安全使用のための業務に関する手順書の作成及び当該手順書に基づく業務の実施状況 
 
  ・ 手順書の作成        （ 有 ） 

 ・ 手順書の内訳に基づく業務の主な内容： 
 
医薬品安全使用に関する手順書 
1）医療安全上、注意を要する薬剤リスト 
（1）特に安全管理が必要なリスト 
（2）配合注意・投与ルートで注意を要する注射薬 
（3）誤認に注意が必要な薬剤 
2）指示・伝達ルール 
（1）指示・伝達ルール 
（2）口頭指示は原則禁止 
3）内服薬に関する管理基準 
（1）内服薬管理基準 
（2）薬剤管理指導業務手順書 
（3）入院患者の持参薬確認業務手順書 
（4）誤調剤に対する調剤室対応手順 
4）注射薬に関する管理基準 
（1）注射業務管理基準 
（2）注射薬混合調製（ミキシング）手順書 
5）危険性の高い薬剤に関する手順書 
（1）危険性の高い薬剤の取扱い手順書 
（2）カリウム注射剤取り扱いマニュアル 
（3）アナフィラキシーショックへの対応 
（4）抗凝固・抗血小板療法施行時における出血性合併症および処置・手術時の対応 
6）抗がん薬に関する手順書 
（1）院内がん化学療法要項 
（2）がん化学療法実施運用手順書 
（3）抗がん薬被爆防止に関するマニュアル 
（4）院内におけるがん化学療法の安全性に関する取り決め 
（5）血管外漏出およびアレルギー反応発生時の対応について 
7）医療安全情報管理 
（1）医療安全性情報管理体制 
（2）薬剤部における医薬品情報管理マニュアル 
8）医薬品管理 
（1）病棟における注射剤管理業務手順書 



 
 
 

 
（2）病棟における薬剤業務基準 
（3）麻薬管理取扱い手順書 
（4）手術部における薬剤業務手順書（周術期薬剤管理） 
（5）放射性医薬品に関する手順書 
（6）院内製剤に関する手順書 
9）インスリン療法マニュアル 
（1）インスリン療法マニュアル 
（2）インスリンラインナップ 
（3）各製剤の使い方 
（4）参考資料 
10）医薬品の採用に関する手順書 
11）他施設との連携に関する手順書 
 
 
④ 医薬品の安全使用のために必要となる未承認等の医薬品の使用の情報その他の情報の収集その

他の医薬品の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況 
 
  ・ 医薬品に係る情報の収集の整備        （ 有 ） 
 ・ 未承認等の医薬品の具体的な使用事例（あれば）： 
 
1)1％パテントブルー;センチネルリンパ節の同定 （32件） 
2)オメガベン；栄養吸収障害の対応 （1件） 
3)シドフォビル、プロベネシド；アデノウイルス感染症 （1件） 
4)厚生労働省エイズ治療薬研究班供給の各種薬剤；HIV感染症関連の治療 （1件） 
 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
・医薬品の情報管理体制として、薬剤部における医薬品情報管理手順を作成し、それに基づき、日本

医療機能評価機構からの医療安全情報は「医療安全情報」として、医薬品医療機器総合機構（PMDA
）からの医療安全情報は「PMDA医療安全情報」「緊急安全性情報」「安全性速報」「PMDAから医薬
品適正使用のお願い」としてメールにより診療科・部門に提供している。また、関係機関からの医
薬品に関する情報、新聞報道からの事故情報などは「緊急情報提供と点検のお願い」にて情報提供
とともに現場での業務点検を依頼している。 

 
・医薬品に関するインシデント集計・分析結果により、専門委員会やワーキング等で医薬品に関する

インシデント防止対策や講習会内容の検討を行っている。 
・未承認薬に関して、未承認新規医薬品等管理部において当院で使用したことのない医薬品または高

度管理医療機器であって「医薬品医療機器法」による承認または認証を受けていないものの提供に
関する申請の受理および提供の可否について審査する体制としている。 

・適応外使用に関しては、薬剤部においては調剤時に確認・記録を実施している。また、医薬品適応
外使用（禁忌含む）の把握と申請の徹底を図るため、医薬品適正使用ワーキングを通じて申請状況
を親委員会である医薬品安全管理体制専門委員会に諮ることとなっている。また、薬剤部において
は適応外ならびに禁忌薬使用状況を疑義照会履歴等で定期的に同委員会に報告し、問題がある場合
は適宜、委員会から指導を行う体制としている。 

 

(注）前年度の実績を記入すること。 
 
 
 
  



 
 
 

 
規則第 1条の 11第 2項第 3号に掲げる医療機器に係る安全管理のための体制の確保に係

る措置                          
 
 
① 医療機器安全管理責任者の配置状況 

 
        有 

 
② 従業者に対する医療機器の安全使用のための研修の実施状況 

ＭＥ機器管理センター：安全対策
として令和6年7月1日から令和7
年2月28日までにeラーニング形
式で定期研修を開催した。 
 
放射線部：年4回 

 
・ 研修の主な内容： 
（ＭＥ機器管理センター） 
生命維持管理装置はEラーニングで実施しテスト3問とアンケート調査を実施した。 
 
1． 人工心肺装置・ECMO装置UNIMOを中心とした基礎的内容・テスト3問・アンケート 

計33名：医師・歯科医師（6名）看護師（22名）看護助手（1名）救急救命士（4名） 
 
2-1．人工呼吸器・人工呼吸器SERVO airを中心とした基礎的内容・テスト3問・アンケート 

計137名：医師・歯科医師（4名）看護師（127名）救急救命士（6名） 
 
2-2．人工呼吸器・人工呼吸器Servo iを中心とした基礎的内容・テスト3問・アンケート 

計67名：医師・歯科医師（4名）看護師（60名）理学療法士（2名）救急救命士（1名） 
 
3．血液浄化装置・透析装置（維持透析）を中心とした基礎的内容・テスト3問・アンケート 

計55名：医師・歯科医師（6名）看護師（44名）理学療法士（1名）救急救命士（4名） 
 
4．除細動器・手動式除細動器（AEDを除く）の基礎的内容・テスト3問・アンケート 

計184名：医師・歯科医師（15名）看護師（162名）理学療法士（1名）救急救命士（5名） 
 
5．閉鎖式保育器 ・閉鎖式保育器の基礎的内容・テスト3問・アンケート 

計18名：医師・歯科医師（4名）看護師（13名）理学療法士（1名） 
 
（放射線部） 
9．診療用高エネルギー放射線発生装置 （2024/12/23, 2025/2/18)  
10．診療用放射線照射装置（2024/12/3） 
11. 陽子線治療装置（2024/12/23） 
 
 
③ 医療機器の保守点検に関する計画の策定及び保守点検の実施状況 
 
 ・ 医療機器に係る計画の策定        （ 有 ） 
 ・ 機器ごとの保守点検の主な内容： 
 
（ＭＥ機器管理センター） 

院内で汎用性ある医療機器については中央管理による保守点検に関する計画の策定と点検を実施
し，検査輸血部・放射線部・超音波センターは部門内で計画を策定し実施している。 
その他として，単一診療科や病棟で使用する医療機器は医療機器感染管理体制専門委員会で見落と
しが無いように医療機器の資産台帳と照合したうえで，使用状況と廃棄の可能性および保守点検の
必要性を年1回アンケート調査で計画を策定し点検を実施している。 

 
（放射線部） 

放射線治療機器における、①始業点検、②2回/月以上の出力線量測定、③3ヶ月及び6ヶ月毎に放射
線特性及び幾何学的点検、④漏洩線量等の放射線管理に関する測定を実施している。 
他に製造メーカと保守契約を結び年間4回の定期メンテナンスを実施している。 

 
 
 
 
 
 



 
 
 

 
 
④ 医療機器の安全使用のために必要となる未承認等の医療機器の使用の状況その他の情報の収集

その他の医療機器の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況 
 
   
  ・ 医療機器に係る情報の収集の整備        （ 有 ） 
 ・ 未承認等の医療機器の具体的な使用事例（あれば）：該当なし 
 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
（ＭＥ機器管理センター） 

医療機器安全管理体制専門委員会から年1回の院内通知で目的外・適応外使用を調査する． 
調査期間以外については各診療科からの相談と申請がある際に医療機器安全管理体制専門委員会
で審議し把握している。 

 
（放射線部） 

月に1回定例で放射線治療品質管理会議を開催。放射線科治療医、医学物理士、診療放射線技師で 
情報共有を行っている。 

 

(注）前年度の実績を記入すること。 

 

  



 
 
 

 
規則第 9条の 20の 2第 1項第 1号から第 13号の二に掲げる事項の実施状況 

 
 
① 医療安全管理責任者の配置状況 

 
     有 

 
・責任者の資格（医師・歯科医師） 
・医療安全管理責任者による医療安全管理部門、医療安全管理委員会、医薬品安全管理責任者及び医

療機器安全管理責任者の統括状況 
 
医療安全管理責任者として，副病院長（医療安全担当）（医師）を配置し，医療安全管理部門，医療
安全管理委員会，医薬品安全管理責任者及び医療機器安全管理責任者を統括している。 
 
 
② 専任の院内感染対策を行う者の配置状況 

 
 有（10名） 

 

③ 医薬品安全管理責任者の業務実施状況 

・医薬品に関する情報の整理・周知に関する業務の状況 

薬剤部において，医薬品情報の整理，周知及び周知状況の確認の徹底並びに適応外，禁忌等の処

方に係る確認等については，薬剤師を指名して同様の業務を実施している。 

 

・未承認等の医薬品の使用に係る必要な業務の実施状況 

薬剤部において，医薬品情報の整理，周知及び周知状況の確認の徹底並びに適応外，禁忌等の処

方に係る確認等については，薬剤師を指名して同様の業務を実施している。  

・担当者の指名の有無（有） 

・担当者の所属・職種： 

（所属：薬剤部  ，職種 薬剤師 4名）  （所属：    ，職種       ） 

（所属：    ，職種       ）  （所属：    ，職種       ） 

（所属：    ，職種       ）  （所属：    ，職種       ） 

（所属：    ，職種       ）  （所属：    ，職種       ） 

 

④ 医療を受ける者に対する説明に関する責任者の配置状況 有 

・医療の担い手が説明を行う際の同席者、標準的な説明内容その他説明の実施に必要な方法に関する

規程の作成の有無  （ 有 ） 

・説明等の実施に必要な方法に関する規程に定められた事項の遵守状況の確認、及び指導の主な内容

：インフォームド・コンセントについては，院内マニュアルに沿って実施し，診療録管理室が現状の   

モニタリングを行い，指導等を行っている。また，説明する機会も増えていることから，関連部門

（各診療科・看護部）・医療安全管理部と協議してマニュアルの改正等（要項を含む）があれば，

職員に周知する。 

 



 
 
 

 

 

⑤ 診療録等の管理に関する責任者の選任状況 有 

・診療録等の記載内容の確認、及び指導の主な内容： 

診療録の記載内容の確認について，毎年，各部署の診療録点検を実施し指導している。 

また，点検結果をリスクマネジャー連絡会議において報告し，各部署へ周知し，適切に診療録等の

管理が行われるようにしている。 

⑥ 医療安全管理部門の設置状況 有 

・所属職員：専従（4）名、専任（2）名、兼任（6）名 

 うち医師：専従（1）名、専任（2）名、兼任（3）名 

 うち薬剤師：専従（1）名、専任（0）名、兼任（1）名 

 うち看護師：専従（2）名、専任（0）名、兼任（0）名 

（注）報告書を提出する年度の 10月 1日現在の員数を記入すること 

・活動の主な内容： 

1 医療事故及びインシデント（以下「医療事故等」という。）報告の受理及び分析に関すること。 

2 医療安全管理委員会の運営並びにその記録等の作成及び保存，その他医療安全管理委員会の庶務

に関すること。 

3 リスクマネジャー連絡会議の運営並びにその記録等の作成及び保存，その他リスクマネジャー連

絡会議の庶務に関すること。 

4 医療安全に関する教育及び研修に関すること。 

5 医療現場からの医療事故等の相談に関すること。 

6 医療事故等に関する診療録や看護記録等への記載内容の確認及び指導に関すること。 

7 医療事故等の発生時における患者又はその家族への対応状況の確認及び必要な指導に関するこ

と。 

8 医療事故等に対する原因究明の実施状況確認及び必要な指導に関すること。 

9 医療安全に係る連絡調整に関すること。 

10 医療安全の確保に資する診療の状況の把握に関すること。 

11 職員の医療安全に関する意識の向上の状況の確認に関すること。 

12 その他医療安全対策の推進に関すること。 

※ 平成二八年改正省令附則第四条第一項及び第二項の規定の適用を受ける場合には、専任の医療に

係る安全管理を行う者が基準を満たしていることについて説明すること。 

※ 医療安全管理委員会において定める医療安全に資する診療内容及び従事者の医療安全の認識に
ついての平時からのモニタリングの具体例についても記載すること。 



 
 
 

 

⑦ 高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の状況 

・前年度の高難度新規医療技術を用いた医療の申請件数（14件）、及び許可件数（14件） 

・高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有 ） 

・高難度新規医療技術を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び高難度新規医療

技術の提供の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有無（ 有 ） 

・活動の主な内容： 

1 高難度新規医療技術の提供に関する実施申請の受理及び提供の可否について審査すること。 

2 高難度新規医療技術の実施における手順等の遵守状況の確認に関すること。 

3 その他高難度新規医療技術に関すること。 

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有 ） 

・高難度新規医療技術評価委員会の設置の有無（ 有 ） 

 

 

⑧ 未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の状況 

・前年度の未承認新規医薬品等を用いた医療の申請件数（ 1件）、及び許可件数（ 0件） 

・未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有 ） 

・未承認新規医薬品等を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び未承認新規医薬

品等の使用条件を定め使用の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有

無（ 有 ） 

・活動の主な内容： 

1 未承認新規医薬品等の提供に関する申請の受理及び提供の可否について審査すること。 

2 未承認新規医薬品等の提供に関する実施状況の確認に関すること。 

3 その他未承認新規医薬品等に関すること。 

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有 ） 

・未承認新規医薬品等評価委員会の設置の有無 （ 有 ） 

⑨ 入院患者が死亡した場合などの医療安全管理部門への報告状況 

・入院患者が死亡した場合の医療安全管理部門への報告状況：年 226件 

・上記に掲げる場合以外の場合であって、通常の経過では必要がない処置又は治療が必要になったも

のとして特定機能病院の管理者が定める水準以上の事象が発生したとき当該事象の発生の事実及

び発生前の状況に関する医療安全管理部門への報告状況：年 129件 

・上記に関する医療安全管理委員会の活動の主な内容 



 
 
 

 

1 医療安全管理上の問題が発生した場合の対応並びに原因究明のための調査及び分析に関するこ

と。 

2 医療安全確保を目的とした改善のための方策の立案及び実施に関すること。 

3 医療安全確保を目的とした方策の職員への周知に関すること。 

4 医療安全確保を目的とした方策の実施状況の把握及び必要に応じた方策の見直しに関すること。 

5 医療安全に関わる職員の教育・研修に関すること。 

6 医療事故報告等に関する改善のための方策に関すること。 

7 その他医療事故等に関すること。  

 

⑩ 他の特定機能病院等の管理者と連携した相互立入り及び技術的助言の実施状況 

・他の特定機能病院等への立入り（ 有（病院名：京都大学医学部附属病院）） 

・他の特定機能病院等からの立入り受入れ（ 有（病院名：東京大学医学部附属病院）） 

・技術的助言の実施状況 

1 インシデントやアクシデントの報告等の状況 

・重大事例への対応について、医療事故に該当する可能性のある死亡事例については、24時間体制で

GRMに電話連絡する仕組みがある。 

・死亡診断書発行時に提出される死亡報告や死亡前でも報告されうるインシデントレポートの内容を

医療安全部門が把握しており、医療事故に該当する可能性がある場合には病院長に翌日までに報告

されると共に、医療事故対策部会が迅速に開催され、医療事故への該当性の判断もされている。 

・仮に医療事故に該当しない場合も、重要事例については院内医療事故検討会で検証、分析、再発防

止が検討され、必要があれば外部委員を招聘した会議が開催される。 

・死亡事例ではない重要事例に関しても検証、再発防止につなげる体制があることは評価に値すると

考えられる。 

・医療事故事例の覚知に関する悉皆性、迅速性が確保されており、医療事故への該当性の判断に関し

ても適切な体制が構築されている。 

・病院として重要な事例を確認・検証し、対応の意思決定を行うプロセスは確立しているといってよ

いと考える。 

2 医療安全管理委員会の業務の状況 

・再発防止・改善策が医療安全管理委員会で報告されると共に、リスクマネジャー会議で周知される

仕組みが機能している。 

3 医薬品等の安全使用体制の状況(医薬品安全管理責任者の業務等) 



 
 
 

 

・医薬品安全管理責任者を中心として医療安全管理部門との密接な連携のもと、適切な医薬品の安全

管理体制が構築されている。特に適応外使用については、リスク評価および倫理的な審査の必要性

を検討するためのＷＧが設置されており、基準に基づく協議がされていること、申請を促す仕組み

がある。 

4 高難度新規医療技術又は未承認新規医薬品等を用いた医療の提供の適否等を決定する部門の運用

状況 

・評価委員会は多職種で構成され人数も多い。専門よりかけ離れた分野の審査は難しく、的外れなコ

メントを出してしまう可能性があることから、審査ごとに専門性を考えて 2名ほど委員を加えてい

ることは、審査が円滑に適切に行われるのに大きく役立っている。 

・高難度新規技術を適切な手続きを経て実施することがいかに重要であるかを院内に周知することに

ついても検討していただきたい。 

5 監査委員会業務の結果及び監査委員会からの指摘への対応状況 

・外部監査委員会の開催状況および同委員会の業務内容について、法令で求められている事項につい

て適切に実施されている。患者相談窓口と医療安全管理部の合同会議の定期開催が評価されている

など、望ましい取り組みが実践されている。 

 

⑪ 当該病院内に患者からの安全管理に係る相談に適切に応じる体制の確保状況 

・体制の確保状況 

患者相談室を設置し，医療支援課が対応している。医療支援課長が業務を総括している。窓口の周

知方法は，外来ホールにポスターを掲示し周知している。なお，医療安全に係る情報は，ＧＲＭに

連絡し，調査を行う。また，医療の質向上推進室と患者相談窓口・医療安全管理部合同会議を月 1

回開催し，情報を共有している。 

 

 

⑫ 職員研修の実施状況 

・研修の実施状況 

1．医療安全に関する講演会 

「採血・穿刺時の神経損傷予防」（2019年度講演会の録画） 

2．医療安全・感染管理に関する講習会（必修研修） 

「2023年度のインシデントを振り返って」「北海道大学病院における個人情報管理」「新型コロナ

ウイルス感染症 5類化を振り返る」「抗菌薬適正使用について」 



 
 
 

 

3．医療安全・感染管理に関する講習会（必修研修） 

「応招（召）義務について」「BLSと AEDの取り扱いについて」「医療器具関連感染サーベイラン

スについて」「抗菌薬適正使用について」 

4．医療安全の日講演会 

「患者の立場からみた医療安全の未来」 

5．医療安全に関する講演会 

「令和 6年度 歯科インシデントより」 

（注）前年度の実績を記載すること（⑥の医師等の所属職員の配置状況については提出年度の10月1

日の員数を記入すること） 

 

⑬ 管理者、医療安全管理責任者、医薬品安全管理責任者及び医療機器安全管理責任者のための研修

の実施状況 

・研修の実施状況 

管理者：2024.11.26（継続） 

医療安全管理責任者：2024.11.26 受講済（継続） 

医薬品安全管理責任者：2025.2.3 受講済（継続） 

医療機器安全管理責任者：2024.11.26 受講済（継続） 

（注）前年度の実績を記載すること 

 

⑭医療機関内における事故の発生の防止に係る第三者による評価の受審状況、当該評価に基づき改善

のために講ずべき措置の内容の公表状況、当該評価を踏まえ講じた措置の状況 

・第三者による評価の受審状況 

日本医療評価機構が実施する病院機能評価(一般病棟 3)を受診(2024年 3月～) 

 

・評価に基づき改善のために講ずべき措置の内容の公表状況 

 日本医療評価機構を通じ公表(https://www.report.jcqhc.or.jp/detail/id=4315#sinsa_kekka) 

 

・評価を踏まえ講じた措置 

 審査結果報告書における評価 Cの項目に関し、改善の取組を実施し、補充的審査を受診した結果、

全ての項目に関し、改善が承認され B評価を取得した(認定第 JC1559-4号、認定証公布日：2025年

8月 22日)。 

（注）記載時点の状況を記載すること 
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研修区分 対象者 参加人数 時間 内容
確認テスト
正答率

4月1日 (月)

4月1日 (月）

4月1日 (月）

5月1日 (水)

5月27日 (月）

60分
講義：院内感染予防対策(総論・各論)
講師：感染制御部長　佐藤　淳

ー

①看護師
②看護補助者

①92名
②1名
合計93名

23分

①医療技術部
②薬剤部
③事務部
(※4月1日付採用者)

①26名
②4名
③22名
合計52名

ー

ー

医師
（※4月1日付採用者）

8分
講義：北大病院の感染制御
講師：血液内科/感染制御部副部長　遠藤　知之

23分
講義：北大病院の感染制御（COVID-19への対応）
講師：感染制御部長　石黒　信久

講義：北大病院の感染制御（COVID-19への対応）
講師：感染制御部長　石黒　信久

ー

ー8

ー

4月5日
～

8月15日
e-ラーニング

9
講義：感染管理について
講師：感染管理認定看護師　小山田　玲子

6 令和6年度異動後医師研修

4月12日
～

7月31日
e-ラーニング

医師
（※中途採用者）

0名 8分
講義：北大病院の感染制御
講師：血液内科/感染制御部副部長　遠藤　知之

5 令和6年度異動後医師研修

9時00分
～

10時00分
看護部会議室

初任職員オリエンテーショ
ン

①医療技術部
②事務部
③看護師
(※中途採用者)

①1名
②1名
合計2名

①看護師
②看護補助者

中途採用看護師
オリエンテーション

①7名
②1名
③2名
合計10名

23分
講義：北大病院の感染制御（COVID-19への対応）
講師：感染制御部長　石黒　信久

4月5日
～

8月15日
e-ラーニング

初任職員オリエンテーショ
ン

7

4月1日(月)
～

5月31日(金)
e-ラーニング

4
令和6年度北海道大学

初任職員オリエンテーショ
ン

BSIサーベイランス
フィードバック（ICU）

46名

4月12日
～

7月31日
e-ラーニング

10
16時30分

～
17時00分

ICUナースセンター

60分

ICU職員

①医師4名
②看護師13名
③臨床工学技
士1名
合計18名

ー

講義：BSIサーベイランスフィードバック
講師：感染管理認定看護師　林　貴皓

令和6年度 感染防止に関する教育活動計画

開催月日

ー30分

ー

講義：感染対策と体調管理
講師：感染管理認定看護師　小山田　玲子

初任職員研修看護部
オリエンテーション

14時45分
～

15時15分
臨床大講堂

①看護師
②看護補助者

①92名
②1名
合計93名

60分

１．職員対象

10時15分
～

11時15分
臨床研修センター

セミナー室

医科臨床研修医
（※4月1日付採用者）

3

12名

2
研修歯科医

オリエンテーション

13時40分
～

14時40分
多職種連携教育研
究棟５Fセミナー室

歯科臨床研修医

ー30分

42名

臨床研修医
オリエンテーション

（医科）

講義：感染対策研修
講師：感染制御部長　石黒　信久

1

1



令和6年度 感染防止に関する教育活動計画
5月28日 （火)

5月30日 （木）

6月3日 (月)

7月10日 （水）

7月18日 （木）

1月6日 (月）

1月14日 (火）

3月5日 (水)

講義：感染管理について
講師：感染管理認定看護師　小山田　玲子

ー

17時30分
～

18時40分
臨床大講堂

第2回医療安全管理部・
感染制御部合同講演会

11
特定行為研修

臨床薬理学　感染症

16：00
～

17：30
クリニカルシミュレー
ションセンターセミ

ナー室G

看護師 2名 90分
講義：特定行為研修　感染症
講師：感染制御部薬剤師　新沼　悠介

17
中途採用看護師
オリエンテーション

9時00分
～

10時00分
看護部会議室

看護師

看護職員

第1回医療安全管理部・
感染制御部合同講演会

70分

合計13名

第2回専門領域別研修会

①看護師
②看護補助者

①1名
②1名
合計2名

9時00分
～

10時00分
看護部会議室

看護職員
17時30分

～
18時30分

第2ゼミナール室

13
中途採用看護師
オリエンテーション

第１回専門領域別研修会
17時30分

～
18時30分

第2ゼミナール室

14

16

リスクマネジャー
サブリスクマネジャー
感染対策マネージャー
感染対策サブマネー
ジャー

18

1名

12

17時30分
～

18時40分
臨床大講堂

正答率
１）96.9％
２）99.2％
３）98.4％
４）93.8％

133名

ー

60分

60分
講義：標準予防策を理解し実践できる医療者になる!!
講師：感染管理認定看護師　林　貴皓

60分

講義：感染症に強くなる
講師：感染管理認定看護師　林　貴皓

ー

１）2023年度のインシデントを振り返って
　　　医療安全管理部長　南須原　康行
２）個人情報保護について
　　　医療安全管理部長　南須原　康行
３）抗菌薬適正使用について
       感染制御部薬剤師　新沼　悠介
４）新型コロナウイルス感染症５類化を振り返る
　　　感染制御部長　石黒　信久

ー

ー60分

講義：感染管理について
講師：感染管理認定看護師　小山田　玲子

15

病院全職員
①医師・歯科医師
②看護師
③中央診療部門
（薬剤師/検査技師な
ど）
④事務
⑤その他

合計13名

第1回医療安全管理部・
感染制御部合同講演会

正答率
１）100％
２）100％
３）100％
４）100％

2,830名

１）2023年度のインシデントを振り返って
　　　医療安全管理部長　南須原　康行
２）個人情報保護について
　　　医療安全管理部長　南須原　康行
３）抗菌薬適正使用について
　　　感染制御部薬剤師　新沼　悠介
４）新型コロナウイルス感染症５類化を振り返る
　　　感染制御部長　石黒　信久

8月29日
～

11月6日
e-ラーニング
（Safety Plus）

リスクマネジャー
サブリスクマネジャー
感染対策マネージャー
感染対策サブマネー
ジャー

97名 70分

１）応召義務について
　　　医療安全管理部長　南須原　康行
２）BLSとAEDの取扱について
　　　救急救命士　坂　佳代子
３）医療器具関連感染サーベイランスについて
　　　感染管理認定看護師　林　貴皓
４）抗菌薬適正使用について
　　　感染制御部薬剤師　新沼　悠介

正答率
１）98.9％
２）92.6％
３）97.9％
４）93.7％

60分

19
中途採用看護補助者

オリエンテーション

9時00分
～

10時00分
看護部会議室

看護補助者 １名 60分
講義：感染管理について
講師：感染管理認定看護師　小山田　玲子

-

第2回医療安全管理部・
感染制御部合同講演会

20

病院全職員
①医師・歯科医師
②看護師
③中央診療部門
（薬剤師/検査技師な
ど）
④事務
⑤その他

2,721名 60分

１）応召義務について
　　　医療安全管理部長　南須原　康行
２）BLSとAEDの取扱について
　　　救急救命士　坂　佳代子
３）医療器具関連感染サーベイランスについて
　　　感染管理認定看護師　林　貴皓
４）抗菌薬適正使用について
　　　感染制御部薬剤師　新沼　悠介

正答率
１）100％
２）100％
３）100％
４）100％

2月3日
～

4月6日
e-ラーニング
（Safety Plus）

2



 
 
 

 
規則第 7条の 2の 2第 1項各号に掲げる管理者の資質及び能力に関する基準 

 
 
 管理者に必要な資質及び能力に関する基準 

  
     有 

 

・ 基準の主な内容 

医療法第10条に規定する者であって，人格が高潔で，学識に優れ，かつ，組

織管理能力等の病院を管理する上で必要な資質及び能力並びに医療の安全の

確保のために必要な資質及び能力を有すること。 

 

・ 基準に係る内部規程の公表の有無（ 有 ） 

・ 公表の方法 

 本学ホームページで公表。 

 

 

 

 
 
 

規則第 7条の 3第 1項各号に掲げる管理者の選任を行う委員会の設置及び運営状況 
 
 
 前年度における管理者の選考の実施の有無 

 
     有 

 

・ 選考を実施した場合、委員会の設置の有無（ 有 ） 

・ 選考を実施した場合、委員名簿、委員の経歴及び選定理由の公表の有無（ 有 ） 

・ 選考を実施した場合、管理者の選考結果、選考過程及び選考理由の公表の有無（ 有 ） 

・ 公表の方法 

本学ホームページで公表 

 
 

管理者の選任を行う委員会の委員名簿及び選定理由 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

選定理由 特別の関

係 

山口 淳二 北海道大学理事 ○ 総長が指名する理事 無 

畠山 鎮次 北海道大学大学
院医学研究院 

 医学研究院長 無 

網塚 憲生 北海道大学大学
院歯学研究院 

 歯学研究院長 無 

渥美 達也 北海道大学病院  病院長 無 

田中 伸哉 北海道大学大学
院医学研究院 

 医学研究院教授会が推薦する
教授 

無 

本間 明宏 北海道大学大学
院医学研究院 

 医学研究院教授会が推薦する
教授 

無 

佐藤 嘉晃 北海道大学大学
院歯学研究院 

 歯学研究院教授会が推薦する
教授 

無 

 
  



 
 
 

 
規則第 9条の 23第 1項及び第 2項に掲げる病院の管理及び運営を行うための合議体の設

置及び運営状況                    
 
 
 合議体の設置の有無 

 
     有 
   

 

・合議体の主要な審議内容 

1. 医療安全管理上の問題が発生した場合の対応並びに原因究明調査及び分析に関すること。 

2. 医療安全確保を目的とした改善のための方策の立案及び実施に関すること。 

3. 医療安全確保を目的とした方策の職員への周知に関すること。 

4. 医療安全確保を目的とした方策の実施状況の把握及び必要に応じた方策の見直しに関するこ

と。 

5. 医療安全に関わる職員の教育・研修に関すること。 

6. 医療事故報告等に関する改善のための方策に関すること。 

7. その他医療事故等に関すること。 

 

・審議の概要の従業者への周知状況 

1.病院運営会議 

2.リスクマネジャー連絡会議 

 

・合議体に係る内部規程の公表の有無（ 無 ） 

・公表の方法 

・外部有識者からの意見聴取の有無（ 無 ） 
 

合議体の委員名簿 

氏名 委員長 

（○を付す） 

職種 役職 

南須原 康 行 〇 医師 病院長 

今 野   哲  医師 副病院長／医療安全管理責

任者 

大 廣 洋 一  歯科医師 副病院長 

堀 田 記世彦  医師 医療安全管理部長／ 

ゼネラルリスクマネジャー

（医師） 

根 岸   淳  歯科医師 医療安全管理部副部長／ 

ゼネラルリスクマネジャー

（歯科医師） 

藤 原   晶  医師 医療安全管理部副部長／ 

ゼネラルリスクマネジャー

（医師） 

岡 本 千 秋  看護師 ゼネラルリスクマネジャー

（看護師長） 

太 田   絢  看護師 ゼネラルリスクマネジャー

（副看護師長） 

植 田 孝 介  薬剤師 ゼネラルリスクマネジャー

（薬剤師） 



 
 
 

 
宮 前 祐 士  薬剤師 ゼネラルリスクマネジャー

（薬剤師） 

本 間 明 宏  医師 手術部長 

加 藤 達 哉  医師 物流管理センター部長／臨

床研修センター長 

武 冨 紹 信  医師 物流管理センター部長 

遠 藤   晃  教員 医療情報企画部長 

太 田   稔  臨床工学技士 ＭＥ機器管理センター部長 

菅 原   満  薬剤師 薬剤部長／未承認新規医薬

品等管理部長 

城 石 陽 子  看護師 看護部長 

渡 邊 千 秋  臨床検査技師 医療技術部長 

遠 藤 知 之  医師 感染制御部長 

小 野 尚 子  医師 高難度新規医療技術管理部

長 

佐久嶋   研  医師 臨床研究開発センター長 

賀 古 勇 輝  医師 附属司法精神医療センター

長 

長 川 武 司  事務 事務部長 

渡 利 英 道  医師 教授（産科，婦人科） 

氏 家 英 之  医師 教授（皮膚科） 

真 部   淳  医師 教授（小児科） 
 
 
  



 
 
 

 
規則第 15条の 4第 1項第 1号に掲げる管理者が有する権限に関する状況 

 
 
 管理者が有する病院の管理及び運営に必要な権限  

  

 
 ・ 管理者が有する権限に係る内部規程の公表の有無（ 無 ） 
 ・ 公表の方法 
 
 
 ・ 規程の主な内容 

病院長は，副病院長を総長へ推薦，病院長補佐を指名，診療科長，中央診療施設等の長を命ず
る権限を有している。 
病院執行会議，病院教員人事委員会等病院の管理運営・経営・人事に係る重要な会議において

議長となり議決している。 
 

 ・ 管理者をサポートする体制（副院長、院長補佐、企画スタッフ等）及び当該職員の役割 
副病院長（総務担当）は，病院全体の運営にかかる連絡調整を行い，副病院長（医科担当）

は，医科診療科の総括及び他部署との連絡調整を行い，副病院長（歯科担当）は，歯科診療科
の総括及び他部署との連絡調整を行い，副病院長（医療安全・労務管理担当）は，医療安全及
び労務管理にかかる総括及び他部署との連絡調整を行い，副病院長（看護業務・患者サービス
担当）は，看護部の統括、患者サービスの向上及び他部署との連絡調整を行っている。 
  
また，病院長補佐（病院経営、再開発、施設担当、歯科担当、経営戦略担当、経営・事務担

当、研究、地域連携、国際担当、臨床研究中核、産官学、研究支援担当、病院経営、医療技術
担当）は，病院長が特に命じた事項について，企画及び立案並びに病院に各部署間の連絡調整
を行っている。 

 

 ・ 病院のマネジメントを担う人員についての人事・研修の状況 
本院職員のうち、長年職務に精通し、経験豊富な者から人選する。 
研修は組織管理、働き方改革に関するシンポジウム等に参加している。 

 
 
 
 
 
 

 
 
  



 
 
 

 
規則第 15条の 4第 1項第 2号に掲げる医療の安全の確保に関する監査委員会に関する状

況                         

 

監査委員会の設置状況 有 

・監査委員会の開催状況：年 2 回 

・活動の主な内容： 

1. 北海道大学病院の医療に係る安全管理の業務執行の状況について，北海道大学病院長等から報告

を求め，又は必要に応じて確認を実施すること。 

2. 北海道大学病院の医療に係る安全管理について，北海道大学総長及び病院長に報告し，必要に応

じて是正措置を講じるよう意見を述べること。 

3. 前 2号に掲げる業務について，その結果を公表すること。 

 

・監査委員会の業務実施結果の公表の有無（ 有 ） 

・委員名簿の公表の有無（ 有 ） 

・委員の選定理由の公表の有無（ 有 ） 

・監査委員会に係る内部規程の公表の有無（ 有 ） 

・公表の方法：北海道大学ホームページ 

 

監査委員会の委員名簿及び選定理由（注） 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

選定理由 利害関係 委員の要件 

該当状況 

橋場 弘之 
田村・橋場法律

相談事務所 
〇 

法律に関する識

見を有する者 

無 1 

橋本 暁佳 

札幌医科大学  医療に係る安全

管理に関する識

見を有する者 

無 1 

高田 久 
北海道盲導犬

協会 

 医療を受ける者 無 2 

向野 雅彦 北海道大学大

学院 

 医療を提供する

者 

無 3 

（注） 「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。 

   1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者 

2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。） 

   3. その他 

  



 
 
 

 
規則第 15条の 4第 1項第 3号イに掲げる管理者の業務の執行が法令に適合することを確

保するための体制の整備に係る措置                  

 
 
管理者の業務が法令に適合することを確保するための体制の整備状況 

 
 

 
 ・体制の整備状況及び活動内容 
   既存の大学規程や内部規程で対応 
 
 
 ・ 専門部署の設置の有無（ 無 ） 
 
 ・ 内部規程の整備の有無（ 有 ） 
 
 ・ 内部規程の公表の有無（ 有 ） 
 
 ・ 公表の方法 
   北海道大学病院ホームページ 
 
 

 

 
  



 
 
 

 
規則第 15条の 4第 1項第 3号ロに掲げる開設者による業務の監督に係る体制の整備に係

る措置                       

 
 
開設者又は理事会等による病院の業務の監督に係る体制の状況 

 

 
 ・ 病院の管理運営状況を監督する会議体の体制及び運営状況 
 

平成30年10月に「国立大学法人北海道大学病院管理運営協議会」を設置し， 
年1回，特定機能病院としての管理・運営状況について調査・審議している。 
  
なお，構成員は以下のとおりである。 
(1) 医療に係る識見を有する者 若干名 
(2) 法律に関する識見を有する者 若干名 
(3) 病院の管理及び運営に関する識見を有する者 若干名 
(4) その他総長が必要と認めた者 

 
 
 
 
 
 ・ 会議体の実施状況（ 年1回 ） 
 
 ・ 会議体への管理者の参画の有無および回数（ 有 ）（ 年1回 ） 
 
 ・ 会議体に係る内部規程の公表の有無（ 有 ） 
 
 ・ 公表の方法 

北海道大学ホームページ（全学規則集）に掲載 
 
 

病院の管理運営状況を監督する会議体の名称： 

会議体の委員名簿 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

利害関係 

中村  隆 札幌総合法律事務所 〇 無 

松家 治道 北海道医師会長  無 

渡辺  敦 札幌医科大学附属病院長  無 

行松 泰弘 北海道大学理事  有 

（注） 会議体の名称及び委員名簿は理事会等とは別に会議体を設置した場合に記載すること。 

 

 

  



 
 
 

 
規則第 15条の 4第 1項第 4号に掲げる医療安全管理の適正な実施に疑義が生じた場合等

の情報提供を受け付ける窓口の状況           

 

窓口の状況 

・情報提供を受け付けるための窓口の設置の有無（ 有 ） 

・通報件数（年 5 件） 

・窓口に提供する情報の範囲、情報提供を行った個人を識別することができないようにするための方

策その他窓口の設置に関する必要な定めの有無（ 有 ） 

・窓口及びその使用方法についての従業者への周知の有無（ 有 ） 

・周知の方法 

→リスクマネジャー連絡会議にて年に 2回必ず周知している。 

 院内専用端末にて掲載。 

 

 



(様式第 7) 

専門性の高い対応を行う上での取組みに関する書類（任意） 

 

 

1  果たしている役割に関する情報発信    

① 果たしている役割に関する情報発信の有無 有 

 ・情報発信の方法、内容等の概要 

広報誌及びウェブサイトにて、本院の理念と目標、地域の中核病院としての役割、先進的な医

療に関する情報提供を行っている。 

 

 

 

2  複数の診療科が連携して対応に当たる体制    

① 複数の診療科が連携して対応に当たる体制の有無 有 

 ・複数の診療科が連携して対応に当たる体制の概要 

  診療科間の連携についてのルールが整備されており、他診療科への受診依頼、依頼先において

の検査結果等の患者情報が電子カルテを通して共有されている。患者の情報が不足している場

合は補足説明を電話で直接行う等により、緊密かつ緊急に連携できる体制を整えている。      
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